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「
温
故
」
第
十
六
号

江
嵜
滞
留
中
日
裁

翠
園
和

【
表
紙
説
明
】

萩
藩
主
の
御
国
廻
り
は
初
代
秀
就
か
ら
六
代
宗
広
ま
で
実
施
さ
れ
て
い

「
御
国
廻
御
行
程
記
」

る
。
表
紙
の
「
御
国
廻
御
行
程
記
」
は
宗
広
の
御
国
廻
り
に
際
し
寛
保
二
年
（17

4
2

）
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
萩

藩
絵
図
方
有
馬
喜
惣
太
が
携
わ
っ
た
。

「
絵
で
見
る
防
長
の
町
と
村
」
よ
り
（
平
成
元
年
山
口
県
文
書
館
）

温
故
十
六
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

元
治
元
年(

一
八
六
四)

七
月
、
京
都
御
所
の
警
衛
を
巡
り
禁
門
の
変
が
起
こ
り
、
会
津
・
薩

摩
連
合
軍
と
一
戦
を
交
え
た
長
州
軍
は
大
敗
を
喫
し
長
州
へ
帰
国
し
ま
す
。
長
州
藩
で
は
恭
順

派
が
実
権
を
握
り
三
家
老
は
藩
主
へ
の
拝
謁
も
許
さ
れ
ず
、
親
施
は
大
道
村
に
滞
在
し
た
後
、

八
月
初
旬
に
は
領
邑
須
佐
に
お
い
て
謹
慎
蟄
居
、
更
に
第
一
次
長
州
征
伐
の
風
説
を
受
け
支
藩

徳
山
へ
幽
囚
後
、
十
一
月
に
幕
府
へ
の
謝
罪
と
し
て
徳
山
惣
持
院
で
切
腹
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。
そ

の
後
、
長
州
藩
内
は
高
杉
晋
作
の
活
躍
に
よ
り
恭
順
派
に
替
わ
っ
て
急
進
派
が
実
権
を
握
り
藩

論
は
倒
幕
に
向
け
て
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

須
佐
で
は
家
臣
大
谷
樸
助
ら
に
よ
っ
て
主
君
親
施
を
救
う
た
め
十
六
名
が
同
盟
を
結
び
邑
政

堂
に
陳
情
す
る
も
、
主
君
の
身
の
安
全
は
保
障
さ
れ
て
い
る
な
ど
と
欺
か
れ
、
そ
の
直
後
に
突
然
、

主
君
の
切
迫
と
ほ
ぼ
同
時
に
訃
報
を
受
け
邑
は
騒
然
と
し
ま
す
。
葬
儀
執
行
後
は
首
級
の
帰
邑

に
双
方
が
東
奔
西
走
の
尽
力
を
し
ま
す
。
樸
助
は
殉
死
を
邑
政
堂(

益
田
館
内
の
政
治
堂)

に
訴

え
る
が
許
さ
れ
ず
、
断
髪
し
て
毎
日
の
墳
墓
参
詣
を
日
課
と
し
ま
し
た
が
、
こ
の
行
為
が
邑
政

堂
の
自
説
す
る
恭
順
主
義
に
背
く
運
動
と
し
て
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。

翌
二
年
正
月
、
諸
隊
の
三
家
老
の
冤
罪
を
雪
ぐ
義
挙
に
賛
同
し
て
樸
助
ら
九
名
は
脱
走
し

ま
す
。
二
月
に
九
名
は
一
旦
須
佐
邑
に
帰
り
邑
中
の
正
義
を
回
復
し
亡
君
の
意
志
を
継
い
で
実

行
す
る
方
針
を
定
め
た
う
え
で
、
大
道
村
に
お
い
て
有
志
を
募
り
二
十
七
名
を
率
い
て
山
口
に

帰
り
ま
す
。
数
日
し
て
樸
助
を
総
督
と
し
た
三
十
六
名
が
再
び
帰
邑
し
て
心
光
寺
に
立
て
籠
も

り
回
天
軍
を
組
織
し
ま
す
。
そ
の
後
、
藩
内
は
鎮
静
し
他
の
隊
同
様
に
回
天
軍
に
も
分
散
の
命

令
が
あ
る
も
回
天
軍
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
ず
継
続
を
歎
願
し
、
須
佐
の
内
訌
事
件
に
発
展
し
ま

す
。
邑
政
堂
は
石
州
口
の
防
御
等
の
口
実
を
設
け
回
天
軍
に
対
抗
し
て
北
強
団
を
組
織
し
、
種

々
の
画
策
を
以
て
徐
々
に
回
天
軍
を
壊
滅
に
追
い
込
み
、
終
に
樸
助
ら
回
天
軍
首
謀
者
は
邑
政

堂
官
吏
の
意
見
を
寵
遇
し
た
仙
相
院
君(

親
施
母
堂)

の
逆
鱗
に
触
れ
切
腹
や
禁
鋼
が
命
じ
ら

れ
ま
す
。

主
君
の
意
志
を
継
ぐ
こ
と
に
正
義
を
唱
え
た
回
天
軍
、
益
田
家
存
続
に
躍
起
に
な
っ
た
邑
政

堂
、
時
勢
が
恭
順
に
傾
い
て
い
た
中
で
彼
ら
の
と
っ
た
行
動
は
、
何
れ
も
益
田
家
の
為
を
思
っ
て
の

こ
と
で
あ
る
こ
と
は
想
像
で
き
ま
す
。
こ
の
内
訌
事
件
に
関
わ
っ
た
恭
順
派
の
人
達
が
後
に
罪
に
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問
わ
れ
、
領
外
住
居
や
遠
島
を
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
事
件
後
に
領
外
住
居
を
命
じ
ら
れ
た
益
田
三
郎
左
衛
門(

益
田
家
重
臣
・
清
水
益
田

家)

の
日
記
「
江
崎
滞
留
中
日
裁
」
を
資
料
と
し
ま
し
た
。
期
間
中
の
出
来
事
が
詳
細
に
遺
さ
れ
、

当
時
の
生
活
状
況
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
文
書
は
難
解
な
文
字
が
多
く
判
読
に
か
な
り
の
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。
何
度
も
繰
り
返

し
読
み
、
読
む
た
び
に
判
読
に
迷
う
所
、
異
な
っ
た
読
み
を
す
る
所
が
多
々
あ
り
誤
判
読
の
所

は
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
各
位
で
訂
正
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
判
読
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
東
京
須
佐
史
談
会
・
須
佐
古
文
書
を
読
む
会
の
皆

様
に
は
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
発
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
東

京
須
佐
史
談
会
の
皆
様
に
は
再
三
に
わ
た
り
判
読
・
校
正
作
業
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
〇
二
年
六
月

須
佐
郷
土
史
研
究
会

凡

例

①
漢
字
は
可
能
な
限
り
原
文
を
記
載
す
る
。
但
し
・
異
体
字
や
古
体
字
・
ワ
ー
プ
ロ
に
な
い
字
は

現
行
の
字
に
改
め
、
あ
き
ら
か
な
誤
字
は
釈
文
例
に
お
い
て
訂
正
し
た
。

②
者
・
江
・
茂
・
而
・
与
等
の
助
詞
は
小
文
字
を
使
用
す
る
が
、
ワ
ー
プ
ロ
で
は
右
寄
せ
機
能
が
な

い
た
め
左
寄
せ
と
し
た
。
【
注
】
（
複
刻
に
当
た
っ
て
は
小
文
字
を
使
用
し
な
い
）

③
闕
字
は
一
字
あ
け
と
し
た
。

④
判
読
不
能
・
虫
食
い
等
に
つ
い
て
は
□
と
す
る
が
、
あ
き
ら
か
な
場
合
又
は
欠
字
の
場
合
は
廻

の
よ
う
に
し
た
。

⑤
便
宜
上
、
返
り
点
及
び
読
点
を
付
す
が
、
誤
記
の
場
合
は
訂
正
を
お
願
い
す
る
。
【
注
】
（
複
刻

に
当
た
り
返
り
点
は
省
略
し
た
）

①
表
紙
は
山
口
県
文
書
館
の
許
可
を
得
て
「
絵
図
で
見
る
防
長
の
町
と
村
」
（
江
崎)

を
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

資
料
提
供

①
江
崎
滞
留
中
日
裁(

須
佐
町
伊
藤
清
久
氏)

参
考
文
献

①
用
字
用
語
古
文
書
の
読
み
方(

柏
書
房)

②
実
例
古
文
書
判
読
入
門(

名
著
出
版)

②
実
例
古
文
書
判
読
演
習
（
名
著
出
版)

【
１
頁
】

爰
元
滞
留
中

出
火
之
節
之
人
當
テ
せ
め
し
置
不
申
而
ハ
不
相
済
候
ニ
付
、
三
原
村
庄
屋

せ
し
め
カ

田
村
利
作

爰
元
罷
越
候
ニ
付
、
江
津
村
よ
り
萬
一
之
節
、
駆
込
人
當
テ
之
儀
相
頼
候
處
、

慶
応
元
年
乙
丑
（1

8
65

）
十
月
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利
作
受
相
罷
帰
、
早
速
沙
汰
せ
し
め
候
由
ニ
而
江
崎
よ
り
一
番
手
近
ニ
居
侯

由
ニ
而
左
之
両
人
之
者
一
應
参
り
、
非
常
ニ
不
限
御
用
之
節
ハ
被
仰
付
候
様
と

申
参
り
候
ニ
付
、
酒
呑
せ
差
か
へ
し
候
事
、

市
蔵

惣
十
郎

【
２
頁
】

慶
応
元
乙
丑
十
月

一
、
三
郎
左
衛
門
致
和
事
、
役
中
之
儀
ニ
付
、
此
度
不
図
蒙
鑓
責
御
領
外
住
居

ふ

と

譴

仕
候
様
と
の
儀
ニ
付
、
早
速
よ
り
居
所
及
詮
義
候
へ
共
、
火
急
ニ
是

社
と
申
心
當
り
も

議

こ
れ
こ
そ

無
之
、
先
ツ
江
崎
共
ニ
候
へ
者
須
佐
江
之
便
り
も
宜
敷
、
第
一
、
三
郎
左
衛
門
事
、
近
来

氣
分
相
ニ
付
而
者

医
師
罷
居
候
所
江
住
居
仕
度
旁
江
崎
可
然
、
大
谷
六
郎
左
衛
門.

大
谷
官
一
郎
兼
而
別
懇
出
入
家
之
事
ニ
候
ヘ
ハ
、
彼
之
者
等
心
遣
を
以

江
崎
辺
ニ
借

宅
せ
し
め
候

處
柄
共
ハ
有
之
間
敷
哉
と
三
谷
丈
七
江
申
含
、
右
両
家
為
相
談

差
遣
候
跡
ニ
而

杉
丁
老
人
よ
り
承
り
候
處
、
江
崎
ニ
而

田
村
恒
左
衛
門
是
迄
部

屋
ニ
居

本
宅
之
方
ハ
預
け
酒
造
ニ
仕
候
處
、
當
年
よ
り
自
分
酒
造
仕
候
趣
ニ
而

本
宅
罷
帰
り
候
哉
ニ
相
聞
へ
候
、
左
候
ヘ
ハ
、
右
部
屋
ハ
強
而
入
用
も
有
之
間
敷
、
此
家
ニ

【
３
頁
】

候
へ
者
至
極
相
応
之
事
ニ
被
相
考
候
、
右
ニ
而
も
可
然
存
候
ハ
ゞ
、
彼
方
兼
而
懇
意
之

儀
ニ
候
ヘ
ハ
、
及
相
談
見
可
被
呉
と
の
事
ニ
付
、
至
極
左
様
共
ニ
候
ヘ
ハ
、
宜
敷
義
故
ニ
彼
方
へ

儀

相
頼
候
處
、
早
速
書
状
相
調
被
差
越
候
故
ニ
此
方
よ
り
石
田
善
十
郎
江
持
せ
遣
シ
候
、

尤
丈
七
差
越
候
ヘ
ハ
、
其
内
六
郎
左
衛
門
・
官
一
郎
當
り
も
場
所
仕
構
ニ
而
も
為
仕
哉
も
難

計
、

何
分
丈
七
江
一
應
相
對
之
上
申
合
せ
、
其
上
ニ
而
趣
次
第
恒
左
衛
門
方
江
相
談
仕
可
然
、

江
崎
ニ
而
ハ
津
田
庄
平
事
、
従
来
此
方
江
出
入
家
、
殊
ニ
庄
平
ハ
善
十
郎
弟
ニ
而

旁
何
も
無
遠
慮
事
ニ
候
ヘ
ハ
、
彼
之
者
共
ら
も
申
合
せ
候
而

心
配
仕
見
呉
候
様
ニ
と

申
含
遣
候
、
罷
帰
様
子
承
り
候
處
、
丈
七
、
六
郎
左
衛
門
方
ニ
居
候
故
相
對
ニ
而
様
子
承
り

候
ヘ
ハ
、

未
吃
度
是
社
と
申
心
當
り
も
無
之
候
へ
共
、
御
急
き
之
事
故
江
崎
峠
ニ
而
先
ツ

宿
屋
同
様
ニ
〆
當
分
御
滞
留
相
成
候
ハ
ゞ
、
其
内
ニ
ハ
緩
々
詮
義
可
仕
、
折
節
官
一
郎
も

【
４
頁
】

萩
罷
出
未
帰
り
不
申
、
是
も
其
内
帰
り
可
申
、
左
候
ハ
ゞ
、
申
合
せ
兎
角
も
御
居

所
心
遣
可
仕
、
右
之
處
一
應
丈
七
帰
須
佐
之
上

御
伺
も
可
仕
と
申
合
候
處
江

善
十
郎
参
り
、
様
子
承
り
候
故
右
之
次
第
ニ
候
ヘ
ハ
、
是
も
弥
相
〆
り
候
事
ニ
而
も

無
之
訳
ニ
候
ヘ
ハ
、
節
於
須
佐
ハ
、
ケ
様
之
次
第
と
相
談
し
候
へ
者
、
左
様
義
ニ
候
へ
者

田
村
之
方
一
段
可
然
と
の
事
ニ
付
、
善
十
郎
、
津
田
方
迄
罷
帰
り

庄
平
父
子
申

合

三
人
一
同
ニ
田
村
方
江
参
り

恒
左
衛
門
江
相
對
、
杉
丁
よ
り
の
書
状
相
渡
し

趣
申
入
候
處
、
恒
左
衛
門
申
候
者
誠
ニ
驚
入
候
、
御
儀
嘸

々
御
當
惑
可
被
成
此
時

さ
ぞ
さ
ぞ

之
事
ニ
候
ヘ
ハ
、
部
屋
之
方

早
速
ニ
御
用
ニ
相
立
可
申
之
處
ハ
、
実
ハ
無
是
迄
本

家
江
帰
り
可
申
含
ニ
候
へ
共
、
年
明
ヶ
不
申
而
ハ
當
年
ハ
方
角
不
仕

無
拠
未

部
屋
之
方
ニ
居
候
、
明
春
ニ'

相
成
候
ヘ
ハ
早
速
ニ
本
家
江
移
り
可
申
、
其
内
ニ
て

【
５
頁
】

暫
時
本
家
江
御
出
相
成
候
而
ハ
い
か
ゞ
可
有
之
哉
、
本
家
之
方
も
近
来
ハ
誠
ニ
明

屋
同
様
、
実
ハ
人
任
せ
ニ
而
六
、
七
年
打
過
候
へ
者

甚
取
乱
し
居
候
へ
共
、
店
向
之

餘
ハ
一
向
ニ
入
用
無
之
、
座
敷
之
方
ハ
一
向
ニ
人
之
出
入
も
不
仕
、
い
つ
れ
之
間
江
成

共
當
分
御
出
相
成
可
然
、
い
つ
れ
早
速
ニ
須
佐
罷
出
御
伺
も
可
仕
と
の
返
答
承
り
帰
り

候
、
左
候
而
、
無
間

恒
左
衛
門
罷
出

杉
丁
江
も
参
り
、
又
栗
山
翁
輔
方
兼
而
縁

家
親
敷
間
柄
故
ニ

為
見
廻
罷
越
、
夫
よ
り
拙
家
江
参
り
候
ニ
付
、
何
角
相
拶
及

挨

慶
応
元
年
乙
丑
（1

86
5

）
十
月
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相
談
相
決
し

弥
借
用
仕
候
事
、

付
り

田
村
恒
左
衛
門
事
、
従
来
御
當
家
江
御
出
入
ニ
而

此
方
江
も
前
々
よ
り

罷
越

都
合
ハ
懇
意
之
訳
ニ
候
、
又
津
田
庄
平
家
も
同
様
御
出
入
家
、

是
ハ
取
分
け
内
輪
江
も
別
懇
ニ
兼
々
参
り
候
、
庄
平
養
父

【
６
頁
】

者
忠
左
衛
門
と
申
候
、
是
迄
ハ
御
勤
事
忠
左
衛
門
も
須
佐
罷
出
、
勿
論
此
方
へ
も

親
敷
参
り
候
、
近
来
老
年
ニ
相
成
餘
り
須
佐
江
も
罷
出
不
申
候
、

津
田
方
ハ
橋
詰
江
ハ
由
緒
も
有
之
候
、
其
訳
ハ
橋
詰
ニ
而
龍
仙

又
左
衛
門
後
妻
ニ
石
州
山
を
り
と
申
處
よ
り
参
り
候
、
其
方
、
津
田
方

与
親
族
家
ニ
而

前
々
よ
り
別
懇
ニ
出
入
せ
し
め
候
趣
、
右
之
山
を
り

よ
り
参
り
候
人
ニ
男
子
有
之
、
是
則
、
石
津
英
治
曾
祖
父
傳
右
衛
門
、

後
民
右
衛
門
と
申
実
名
経
英
と
称
し
候
人
也
、
又
左
衛
門
兼
備
之

腹
替
り
之
弟
也
、
夫
故
庄
平
方
者
石
津
家
も
別
懇
ニ
出
入

仕
候
事
、

一
、
此
度
譴
責
を
蒙
り
候
人
数
、
栗
山
翁
輔

波
田
與
市

年
行
司
加
判
、
育
英
館

惣
督

役
所
勤
中
之
義
と
相
見
ル
、

【
７
頁
】

多
祢
順
左
衛
門
同
断
、
宅
野
太
郎
・
多
祢
卯
市
・
仲
井
半
四
郎
・

御
用
人

御
目
附
兼
役
中
之
儀
と
相
見
ル
、

此
四
人
ニ
者
当
時
為

差
役
義
も
所
勤
不
仕
、
尤
半
四
郎
・
卯
市
事
ハ
御
供
頭
勤

山
崎
十
郎
左
衛
門

さ
し
た
る

、
翁
輔
・
太
郎
・
卯
市
・
半
四
郎
遠
嶋
、

順
左
衛
門
・

方
所
勤
ニ
而
都
合
ハ
諸
生
之
部
也

與
市
儀
ハ
三
郎
左
衛
門
同
様
御
領
分
外
住
居
之
御
沙
汰
也
、
此
度
御
沙
汰
之
次
第
、
都
合
ハ

公
儀
よ
り
之
御
移
り
ニ
而
於
御
内
輪
ハ
無
是
非
次
第
ニ
而
御
沙
汰
相
成
候
位
之
事
故
ニ
、
於

内
実

者

強
而
御
内
輪
之
御
悲
し
み
も
無
之
趣
ニ
相
聞
へ
候
、

委
細
之
訳
ハ
別
記
ニ
有
之

候
事
、

一
、
江
崎
行
ニ
付
、
三
郎
左
衛
門
事
、
近
来
氣
分
相
ニ
付
、
為
介
保
家
内
召
連
罷
越
候
處
、
い
か
ゝ

抱

可
有
之
哉
と
物
筋
及
内
談
候
處
、
都
合
ハ
三
郎
左
衛
門
身
柄
禁
足
之
訳
ニ
者
候
へ
共
、
他
人

相
對
被
差
留
候
段
も
分
て
御
沙
汰
も
無
之
程
之
義
、
其
上
為
介
保
家
内
召
連
候
處
ハ

【
８
頁
】

全
用
捨
ニ
及
申
間
敷
と
の
事
ニ
付
、
三
郎
左
衛
門
弐
人
、
下
女
壱
人
に
中
間
壱
人
召
連
候
ニ

落
着
せ
し
め
候
事
、

一
、
荷
物
類
追
々
用
意
、
浦
庄
屋
吉
田
冨
十
郎
心
遣
ニ
而
運
ち
ん
船
雇
立
ニ
〆

江
崎
差
廻
り
候
事
、
荷
物
積
ニ
其
日
長
屋
之
者
三
人
・
野
原
利
介
・三
谷
菊
蔵

申
者
田
村

已
上
五
人
當
日
江
崎
へ
参
り
、
荷
物
大
中
屋
方
江
取
揚
仕
ら
せ
候
事
、
大
中
屋
と

石
田
善
十
郎
事
も
此
間
罷
越
、
荷
物
置
所
彼
是
恒
左
衛
門
方
申
合
せ

恒
左
衛
門
方

之
事
也
、

候
事
、
爰
元
よ
り
差
越
候
銘
々
昼
弁
當
と
〆
縁
高
飯
持
せ
遣
候
事
、
荷
物
取
揚

、

相
済
、
八
ツ
時
過
罷
帰
り
候
ニ
付
、
酒
飯
給
せ
候
事

付
り

野
原
利
介
・
同
忠
五
郎
荷
物
一
件
ニ
付
、
此
間
よ
り
心
配
且
忠
五
郎
方
ニ
而
浦

之
土
蔵
借
受
、
先
日
よ
り
入
置
何
角
世
話
ニ
相
成
候
ニ
付
、
三
郎
左
衛
門
引
越

【
９
頁
】

後
二
酒
弐
升
忠
五
郎
・
利
助
両
人
江
催
相
ニ
遣
候
事
、

介

一
、
十
月
廿
五
日
江
崎
引
越
、
三
郎
左
衛
門
義
ハ
氣
分
相
彼
是
ニ
付
駕
籠
ニ
而
候
、
家
内
者

歩
行
ニ
而
、
尾
浦
大
庭
久
左
衛
門
兼
而
出
入
之
者
、
且
當
時
教
司
役
故
舟
心
遣
等

宜
敷
ニ
付
、
彼
方
迄
罷
越
候
、
尤
前
廣
ニ
相
移
し
候
而
ハ
却
而
妨
ニ
付
、
途
中
よ
り

申
遣
候
、
左
候
而
、
八
ツ
時
頃
越
着
之
事
、
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一
、
出
立
之
節
、
近
親
内
并
出
入
之
者
見
立
と
〆
入
来
之
模
様
も
有
之
哉
ニ

相
聞
候
處
、
颯

々

敷
候
而
ハ
表
通
り
・
上
江
封
し
候
而
も
遠
慮
も
有
之

何
か

そ
う
ぞ
う
し
く

用
捨
之
訳
ニ
付
、
内
々
相
断
候
故

い
つ
れ
も
前
夜
迄
ニ
追
々
為
暇
乞
入

来
、
當
日
ハ
丹
下
并
家
内
・
栗
山
半
左
衛
門
内
・
同
人
娘
・
本
尾
官
治
内
・
翁
輔
娘

来
掛
り
之
都
合
ニ
而
見
立
仕
候
事
、
官
治
も
参
り
候
事
、
出
入
之
者
ハ
堀
嘉
十
郎

【
１
０
頁
】

家
内
・
石
田
善
十
郎
妻
参
り
候
事
、
善
十
郎
事
者

為
待
受
前
日
江
崎
罷

越
候
事
、
三
谷
丈
七
・
大
賀
吉
助
も
見
立
と
〆
参
り
候
事
、

一
、
八
ツ
時
久
左
衛
門
宅
迄
越
着
、
於
彼
方
少
し
休
足
之
内
酒
飯
差
出
、
江
崎

息

罷
越
候
處
ハ
薄
暮
頃
都
合
宜
敷
ニ
付
、
緩
々
休
足
せ
し
め
候
、

其
内
津

田
庄
平
・
石
田
善
十
郎
方
舟
ニ
而
為
迎
尾
浦
罷
越
候
ニ
付
、
酒
杯
給
候
而

緩
々
談
話
、
夫
よ
り
一
舟
ニ
而
大
中
屋
部
屋
之
上
之
方
江
着
船
ニ
而

且
々
燈
し
不
入
大
中
屋
本
家
江
入
候
事
、
庄
平
案
内
せ
し
め
候
、
恒
左
衛
門

店
口
罷
出
居

休
足
所
案
内
之
何
角
相
拶
之
上
酒
差
出
候
、

尤
今
夜
之
處
ハ
座
敷
ニ
而
無
之
而
ハ
恒
左
衛
門
氣
済
不
仕
由
ニ
付
、
座
敷

通
り
恒
左
衛
門
・
庄
平
・
善
十
郎
取
持
ニ
而
緩
々
酒
給
候
、
左
候
而
、
夜

【
１
１
頁
】

喰
を
者
小
座
敷
ニ
而
相
認
候
事
、
落
付
い
つ
れ
も
罷
帰
り
候
事
、

食

付
り

今
夜
之
處
ハ
丸
々
賄
方
大
中
屋
よ
り
馳
走
ニ
而
候
事
、

付
り

出
立
之
節
、
長
屋
之
者
ハ
水
海
迄
見
送
り
、
尤
宇
佐
右
衛
門
・

友
助
事
ハ
用
事
も
有
之

尾
浦
迄
召
連
右
尾
よ
り
差
か
へ
し
候
、

於
尾
浦
久
左
衛
門
よ
り
右
両
人
江
酒
飯
給
せ
候
事
、

一
、
栗
山
半
左
衛
門
娘
お
ぬ
ひ
事
三
郎
左
衛
門
内
心
添
旁
遣
し
、
少
し
折
相
候
ヘ
ハ

差
か
へ
し
候
而
宜
敷
、
左
様
ニ
候
ヘ
ハ
半
左
衛
門
家
内
も
安
心
可
仕
と
の
事
ニ
付
、

小
供
之
義
兼
而
家
内
同
様
之
事
ニ
候
ヘ
ハ
、
強
而
用
捨
も
有
之
間
敷
申

合
召
連
候
事
、

者
有
之
、
兼
而
堀
嘉
十
郎
方

一
、
此
度
引
越
ニ
付
、
豊
田
平
左
衛
門
中
間
弥
吉
此
者
ハ
町
百
姓
ニ
勘
六
と
申

【
１
２
頁
】

嘉
十
郎
心
遣
ニ
而
雇
貰
候
而
先
ツ
當
分
事
ニ
〆
召
連
候
事

此
方
ニ
遣
ひ
懸

内
輪
同
様
之
者
ニ
而
其
世
倅
ニ
而
候
、
長
屋
も
無
人
故
ニ

此
者
ハ
是
迄

、
下
女
梅

江
崎
住
人
伊
兵
衛
と
申
者
娘
、
三
谷
菊
蔵
妻
之
姪
ニ
而
近
年
よ
り
此
方
江
奉
公

せ
し
め
、
江
崎
事
ハ
能
々
存
居
候
ニ
付
召
連
れ
候
事
、
内
々
之
處
ハ
長
屋
ノ
権
左

衛
門

娘
は
な
と
申
者
、
来
二
月
出
替
り
迄
遣
候
訳
ニ
而
相
済
候
事
、

一
、
同
廿
六
日
座
敷
廻
り
見
分
、
恒
左
衛
門
よ
り
ハ
い
つ
れ
成
共
無
用
捨
居
所
ニ

仕
候
様
ニ
と
無
内
外
深
切
ニ
申
候
へ
共
、
家
内
弐
人
位
之
義
其
ニ
格
別
客
迚
も

無
之
事
ニ
候
へ
者

手
細
き
處
宜
ニ
付
、
小
座
を
居
間
ニ
仕
候
事
、

付
り

諸
道
具
・
衣
類
等
夫
々
取
出
し
其
所
々
々
江
相
納
メ
候
事
、

一
、
引
越
ニ
付
、
荷
物
類
・
渋
き
道
具
其
外
入
用
無
之
物
ニ
ハ
弥
吉
を
以
追
々

什

器

ニ
須
佐
差
か
え
し
候
事
、

一
、
津
田
庄
平
、
此
度
我
等
共
引
越
ニ
付
而
ハ
差
懸
鳥

渡
彼
方
宅
江

ち
ょ
っ
と

【
１
３
頁
】

立
寄
り
呉
候
ハ
ゞ
と
含
も
有
之
由
、
善
十
郎
よ
り
兼
而
内
々
承
り
候
へ
共
、
此
度
者
様
子

有
之
参
り
候
事
ニ
候
ヘ
ハ
、
参
り
懸
り
と
ハ
乍
申
他
之
見
入
も
遠
慮
筋
も
有
之

候
ニ
付
、
深
切
之
處
ハ
難
謝
候
へ
共
、
此
度
ハ
相
断
候
段
善
十
郎
よ
り
都
合
罷
申
入
候
様
ニ
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と
申
聞
せ
、
於
庄
平
も
入
割
承
り
却
而
御
心
痛
を
懸
け
候
様
ニ
而
ハ
無
本
意
事

と
引
受
、
宜
敷
有
之
候
由
ニ
候
、
左
候
而
今
夕
麁
酒
差
上
度
と
の
事
ニ
而
七
ツ
時

そ
し
ゅ

頃
よ
り
酒
肴
数
々
取
調
持
参
ニ
付
、
於
座
敷
取
林
し
候
、
恒
左
衛
門
・
同
人
娘
・
同

囃

し

世
倅
い
つ
れ
も
幼
少
・忠
左
衛
門
・
庄
平
世
倅
幼
少
・
善
十
郎
一
同
席
ニ
而
取
持

仕
候
事
、

一
、
宮
内
五
郎
左
衛
門
兼
而
御
館
入
之
者
ニ
付
前
々
よ
り
出
入
仕
、
尚
三
郎
左
衛

門
代
ニ
至
り

取
分
親
敷
参
り
度
之
義
ニ
而
先
年
よ
り
於
須
佐
勝
へ
も
参
り
懇
意
之
者

【
１
４
頁
】

故
此
度
江
崎
参
り
候
ニ
付
、
今
朝
為
見
廻
罷
越
候
、
津
田
庄
平
方
者
至
而

手
近
之
間
柄
之
由
ニ
付
、
今
夕
庄
平
参
り
候
ニ
付
、
同
道
ニ
而
参
り
取
持
せ
し

め
候
事
、

一
、
同
廿
七
日
五
郎
左
衛
門
方
よ
り
為
見
廻
見
事
之
交

肴
一
折
差
越
候
事
、

ま
ぜ
さ
か
な

一
、
同
廿
八
日
此
度
爰
元
参
り
候
ニ
付
而
ハ
追
々
世
話
ニ
も
相
成
候
事
ニ
付
今
夕
恒
左
衛
門

同
人
娘
・
庄
平
・
五
郎
左
衛
門
世
倅
丈
平
相
招
き
於
居
間
肴
四
種
相
調
酒
差
出
候
、

爰
元
ニ
住
居
せ
し
め
候
廣
槌
と
申
者
少
し
料
理
を
も
仕
、
恒
左
衛
門
・
庄
平
方
當
り

兼
々
出
入
せ
し
候
者
ニ
而
□
□
、
近
年
庄
平
須
佐
へ
参
り
候
節
連
れ
来
、

有
之
カ

此
方
江
も
参
り
候
者
故
此
度
引
越
ニ
付
、
早
速
内
々
為
見
廻
参
り
候
ニ
付
、

此
者
江
相
頼
今
日
料
理
方
仕
候
事
、

【
１
５
頁
】

一
、
同
日
朝
之
内
安
江
兵
左
衛
門
・
同
孫
三
郎
為
見
廻
罷
越
候
事
、

付
り

此
者
共
、
兼
而
御
館
入
家
ニ
而
表
向
此
方
江
も
参
り
候
事
、

一
、
同
廿
九
日
恒
左
衛
門
方
番
頭
三
郎
右
衛
門
・
手
代
半
五
郎
と
申
者
、
定
法
店
方
居

候
ヘ
ハ
用
事
有
之
節
ハ
無
用
捨
申
付
候
様
恒
左
衛
門
よ
り
相
拶
も
有
之
候
ニ
付
、
相

對
せ
し
め
置
候
事
、

一
、
同
晦
日
大
庭
久
左
衛
門
よ
り
着
後
為
見
廻
世
伜
伊
三
郎
差
越
、
餅
重
一
組
差

越
候
事
、

一
、
其
後
海
士
地
之
利
兵
衛
、
鑪

之
荷
物
積
込
せ
し
め
候
由
ニ
而
此
方
江
立
寄
り
、

た
た
ら

尚
内
輪
よ
り
頼
之
品
を
持
参
り
候
、
彼
方
よ
り
菜
園
物
数
々
差
越
候
事
、

一
、
鑪

八
十
右
衛
門
と
申
者
、
兼
而
知
ル
人
ニ
而
於
須
佐
も
参
り
候
者
ニ
付
為
見

た
た
ら

廻
【
１
６
頁
】

罷
越
追
々
用
向
も
有
之
候
ハ
ゞ
、
無
用
捨
申
候
様
申
帰
り
候
事
、

一
、
大
谷
六
郎
左
衛
門
・
大
谷
官
一
郎
弟
惣
太
郎
・
大
谷
五
郎
兵
衛
・
同
忠
太
郎
為
見
廻
罷
越

候
事
、
堀
野
唯
四
郎
も
同
断
、
其
後
堀
野
徳
十
郎
よ
り
為
見
廻
あ
ん
こ
ろ

餅
口
取
り
相
調
重
一
組
差
越
候
事
、
五
郎
兵
衛
よ
り
も
肴
重
一
組
・
酒
相
添

差
越
候
事
、
惣
太
郎
事
ハ
入
来
之
節
、
菜
園
物
持
参
候
事
、

一
、
竹
田
普
兵
衛
妻
、
鑪

江
参
り
候
由
ニ
而

夜
中
為
見
廻
参
り
候
事
、

た
た
ら

一
、
有
福
吉
五
郎
母
子
為
見
廻
罷
越

肴
重
一
組
・
酒
相
添
持
参
ニ
付
、
披
き

候
、
左
候
而
、
彼
之
者
共
直
様
知
行
所
江
用
事
有
之
と
申
帰
り
候
、
其
後
内
々

承
り
候
ヘ
ハ
、
此
方
江
見
廻
第
一
ニ
而
知
行
所
ハ
参
り
不
申
、
田
万
仙
道
方
参
り

一
宿
ニ
而
帰
り
候
由
ニ
候
事
、
須
浦
之
市
左
衛
門
世
倅
金
槌
為
見
廻

【
１
７
頁
】

参
り
肴
持
参
之
事
、
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一
、
恒
左
衛
門
事
者
朝
夕
談
し
ニ
日
々
参
り
候
、
其
外
庄
平
・
安
江
両
人
折
々

見
廻
ニ
参
り
候
事
、
庄
平
事
ハ
兼
々
懇
意
之
出
入
せ
し
め
善
十
郎
弟
ニ
候
へ
ハ
、

爰
元
江
参
り
候
而
ハ
善
十
郎
代
り
と
存
し
何
事
も
無
用
捨
用
事
申
呉
候
様
、

萬
端
持
能
取
計
可
申
と
取
分
深
切
之
含
善
十
郎
よ
り
此
内
以
承
り
、
尚
又

直
ニ
も
噂
仕
候
、
夫
等
之
事
故
ニ
同
人
・
恒
左
衛
門
義
ハ
別
而
深
切
ニ
世
話
仕
呉
候
事
、

惣
而
此
度
参
り
見
候
ヘ
ハ
、
兼
而
御
館
入
家
之
處
ハ
い
つ
れ
も
深
切
ニ
仕

呉
候
故

至
極
都
合
も
宜
仕
合
せ
候
事
、

中
村
屋
仲
蔵

【
１
８
頁
】

右
恒
左
衛
門
方
者
兼
而
出
入
之
者
之
由
ニ
而

滞
留
中
少
々
入
用
物
者
彼

よ
り
差
出
□
可
申
、
若
無
之
品
ハ
彼
之
者
よ
り
心
遣
さ
ら
せ
可
申
由
ニ
而
先
ツ
者

遣
カ

問
屋
之
訳
ニ
仕
候
、
夫
故
仲
蔵
も
折
々
参
り
候
事
、
又
三
吉
と
申
候
而
恒
左
衛
門

方
之
出
入
定
大
工
之
由
ニ
而
少
々
用
事
之
節
ハ
申
付
候
様
申
事
ニ
而
早
速

よ
り
何
角
用
事
も
相
頼
候
ニ
付
、
折
々
参
り
候
事
、

十
一
月
朔
日

一
、
お
ぬ
ひ
事
、
只
様
滞
留
仕
ら
せ
、
爰
元
も
大
分
折
相
候
ニ
付
、
昨
晦
日
差
返

だ
い
ぶ

候
事
、同

ニ
日

同
三
日

【
１
９
頁
】同

四
日

一
、
今
日
丹
下
御
内
用
有
之
来
着
、

趣
ハ
此
度
小
銃
、
ミ
ネ
ー
百
挺
兼
而

ミ
ニ
エ
ー

御
買
入
之
御
詮
義
ニ
而
御
頼
相
成
居
候
、
尤
先
ツ
五
十
挺
丈
と
申
御
詮
義
候
處
、

御
頼
先
両
所
ニ
而
五
十
宛
心
遣
仕
、
只
今
違
約
ニ
而
ハ
甚
都
合
不
宜

ニ
付
、
御
義
理
ニ
相
成
百
挺
御
買
入
不
相
成
而
ハ
不
相
済
ニ
付
、
火
急
ニ
大
金

御
入
用
之
處

御
繰
し
六
ツ
ケ
敷
、
依
之
田
万
・
江
崎
ニ
而
御
暫
借
相

成
、
根
之
處
ハ
御
借
用
之
心
積
り
も
有
之
由
ニ
候
へ
共
夫
レ
ハ
急
之
事
ニ
不
相
成
故

此
邊
ニ
而
御
暫
借
之
為
相
談
参
り
候
、
此
節
大
谷
官
一
郎
も
留
守
ニ
付
、
大
谷

五
郎
兵
衛
江
得
と
趣
申
聞
せ
其
上
ニ
而
江
崎
方
ニ
も
及
相
談
バ
せ
可
申
由

ニ
而
参
り
候
處
、
恒
左
衛
門
事
、
早
速
丹
下
入
来
ニ
付
、
参
り
不
取
敢
彼
方
よ
り

【
２
０
頁
】

酒
肴
差
越
取
林
し
候
内
右
之
内
話
ニ
相
成
、
恒
左
衛
門
も
大
金
之
義
ハ

囃

し

迚
も
此
邊
ニ
而
相
調
不
申
、
尤
五
郎
兵
衛
共
江
被
仰
聞
候
ハ
ゞ
、
申
合
せ
此
時
之
義
相

働
き
見
可
申
と
の
事
ニ
而
夫
よ
り
直
様
丹
下
事
、
田
万
罷
越
、
六
郎
左
衛
門
方
江
止
宿
、

即
夜
よ
り
翌
朝
迄
ニ
荒
々
申
合
せ
候
事
、

同
五
日

一
、
今
朝
丹
下
罷
帰
り
、
五
郎
兵
衛
も
罷
出
、
恒
左
衛
門
・
庄
平
一
同
ニ
彼
是
談
向

只
今
実
ニ
出
金
と
申
事
ハ
不
相
調
、
當
節
至
而
爰
元
田
万
邊
も
不
廻
り
、
先
ツ

金
と
申
者
只
今
酒
造
家
ニ
少
し
有
合
候
へ
共
、
是
ハ
皆
當
節
よ
り
米
買
入
之

用
之
物
、
當
年
ハ
米
も
至
而
不
如
意
故

其
儀
い
つ
れ
も
當
惑
仕
居
候
ヘ
ハ
、

御
米
共
被
下
訳
ニ
候
ヘ
ハ
、
金
之
方
者
先
ツ
手
當
相
成
候
事
ニ
候
得
者

【
２
１
頁
】
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御
用
も
相
弁
可
申
哉
と
の
事
ニ
付
、
右
米
之
事
ハ
於
須
佐
も
少
し
も
為
申

合
事
ニ
而
も
無
之
候
へ
共
、
ケ
様
行
懸
り
而
之
事
ニ
候
ヘ
ハ
、
米
之
仕
向
ニ
〆
先

及
相
談
可
申
と
の
事
ニ
相
成
、
相
縮
ル
虚
恒
左
衛
門'

庄
平
・
五
郎
兵
衛
内
輪
ハ

兎
も
角
も
三
人
ニ
而
米
弐
百
石
、
金
八
百
両
と
申
事
ニ
相
成
候
處
、
左
様
ニ
而
ハ

當
節
之
模
様
ニ
而
ハ
ツ
イ
米
を
賣
り
候
道
理
ニ
而
強
而
相
談
之
所
詮

も
無
之
、
何
卒
千
両
出
金
と
申
懸
色
々
申
合
せ
、
弥
漸
二
百
石
之
米
ニ
而

千
両
出
金
、
尤
実
ニ
金
ニ
も
銘
々
湊
居
候
ヘ
ハ
、
御
米
之
御
蔵
和
市
相
定
り

候
上
者
何
卒
餘
金
ニ
當
り
候
處
ハ
極
月
廿
日
を
限
り
御
返
金
と
申
か
、

又
者
弐
両
丈
け
其
頃
迄
ニ
銘
々
江
相

し
、
御
貸
下
ケ
と
申
か
ニ
不
被
仰
付

□

而
千
金
之
處

甚
難
之
趣
申
立
候
ニ
付
、
何
分
今
明
日
之
内
ニ
も

【
２
２
頁
】

萩
江
金
差
出
不
申
而
ハ
不
相
成
事
ニ
付
、
先
ッ
其
分
ニ
相
約
し

夫
よ
り

金
子
取
帰
り
之
筈
ニ
候
處
、
取
揃
も
所
詮
障
待
合
せ
之
内
又
々
恒
左
衛
門
・

庄
平
よ
り
酒
差
出
、
只
様
待
合
せ
候
へ
共

埒
明
き
不
申
、
最
早
暮
ニ
も
及
候
へ
者

丹
下
事
ハ
引
取
り
可
申
、
跡
之
處
ハ
下
拙
江
申
置
帰
り
候
、
爰
元
を

出
立
、
日
入
頃
ニ
而
も
有
之
候
、
然
ル
處
、
五
郎
兵
衛
も
金
子
詮
義
と
〆
罷
帰
り
、

其
後
一
向
ニ
様
子
不
申
越
兎
角
之
内
夜
ニ
入
、
田
万
よ
り
飛
脚
之
者
も

両
人
出
居
候
故
先
ツ
恒
左
衛
門
よ
り
三
百
両
丈
け
持
せ
須
佐
差
出
、
跡
者

揃
次
第
ニ
〆
三
百
両
、
夜
飛
脚
を
以
丹
下
方
江
差
出
候
事
、

一
、
今
朝
お
隆
事
、
為
見
廻
罷
越
候
、
長
屋
之
民
助
召
連
れ
尾
浦
迄
参
り
、

彼
之
地
よ
り
船
ニ
而
渡
し
貰
候
、
久
左
衛
門
方
ニ
而
茶
漬
飯
差
出
候
由
之
事
、

【
２
３
頁
】

同
六
日

一
、
今
日
金
子
取
揃
四
百
両
、
此
方
之
手
代
半
五
郎
、
お
隆
帰
り
候
ニ
付
、

民
助
と
両
江
持
せ
丹
下
方
江
差
出
候
事
、
残
三
百
両
ハ
又
取
揃
次
第
壱
両
日
之

中
差
出
候
筈
ニ
候
事
、

一
、
お
隆
事
、
一
夜
止
り
、
今
日
帰
宿
之
事
、

魚
・
野
菜
并
餅
、
彼
是
取
揃
持
参
之
事
、

一
、
堀
嘉
十
郎
母
為
見
廻
罷
越
候
事
、

一
、
松
原
惣
太
郎
為
同
断
罷
越
、
肴
重
一
組
・
酒
相
添
持
参
之
事
、

付
り

無
間
及
暮
候
ニ
付
、
相
留
持
参
之
品
披
き
終
談
話
之
事
、

同
七
日

一
、
惣
太
郎
、
今
朝
出
立
帰
宿
之
事
、

一
、
早
朝
又
十
郎
越
着
、
御
内
用
筋
ハ
丹
下
一
昨
日
相
談
事
之
一
件
ニ
付
而

【
２
４
頁
】

須
佐
之
方
爰
元
ニ
而
之
申
談
し
之
訳
ニ
参
り
不
申
、
只
今
弐
百
石
之
御

米
拂
出
し
と
申
處
甚
六
ツ
ケ
敷
彼
是
議
論
有
之
候
へ
共
、
終
ニ
不
相
捌

無
拠
相
談
不
仕
巳
前
ニ
〆
金
子
不
残
返
却
之
訳
ニ
相
成
、
丹
下
處
何
共

其
相
談
ハ
不
得
仕
趣
ニ
而
無
拠
又
十
郎
参
り
候
趣
ニ
候
、
右
米
不
捌
け
と
申
も

実
ハ
裏
判
共
卒
度
究
屈
之
論
ニ
而
彼
是
説
得
も
申
見
候
へ
共
、
引
受
不
宜
是
と

申
而
ハ
又
當
り
支
り
も
出
来
可
申
ニ
付
、
無
是
非
返
却
論
ニ
相
成
候
趣
と
相
聞
へ
候
、

右
之
趣
早
速
乍
心
外
恒
左
衛
門
江
又
十
郎
方
よ
り
入
候
、
相
断
夫
よ
り
庄
平
も

五
郎
兵
衛
を
も
呼
寄
せ
申
入
、
先
ツ
ヘ
ノ
字
成
り
ニ
相
治
り
申
候
、
何
分
此
条
ハ

須
佐
之
方
ハ
存
し
不
申
候
へ
共
爰
元
之
都
合
ハ
甚
不
面
目
事
ニ
候
、
左
候
而
、
金
子

者
不
残
引
渡
し
相
済
候
、
誠
ニ
跡
ハ
双
方
大
笑
お
か
し
き
氣
毒
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【
２
５
頁
】

之
事
ニ
候
事
、
夫
よ
り
又
恒
左
衛
門
よ
り
酒
肴
差
越
い
つ
れ
も
緩
々
汲
替
し

候
而
又
十
郎
事
、
薄
暮
前
出
立
ニ
而
罷
帰
り
候
事
、

一
、
過
ル
五
日
之
夕
方
安
江
孫
三
郎
よ
り
為
見
廻
肴
重
一
組
・
酒
相
添
差
越
候
ニ
付
、

丹
下
帰
り
後
孫
三
郎
相
招
き
、
恒
左
衛
門
・
庄
平
も
居
相
取
林
し
候
、
又
折

囃

し

節
伊
藤
清
九
郎
此
人
ハ
恒
左
衛
門
叔
父
、
元
来
安
江
兵
左
衛
門
祖
父
安
左
衛
門
二
男
ニ
而

先
年
萩
町
人
唐
樋
之
新
橋
之
伊
藤
と
申
者
方
江
被
貰
参
り
候
處
、

勿
論
彼
方
家
之
養
子
之
訳
ニ
而
も
無
之
、
娘
江
申
合
せ
出
店
ニ
而
も
仕
候
趣
ニ
候
處
、

様
子
有
之
離
縁
ニ
相
成
江
崎
江
帰
り
、
恒
左
衛
門
仕
組
ニ
付
、
部
屋
江
参
り
居

候
故
ニ
酒
造
方
五
、
六
年
も
仕
ら
せ
、
昨
年
迄
酒
造
仕
ら
せ
候
處
、
所
詮
不
引
合

昨
年
ハ
造
酒
大
分
痛
ミ
初

中

後
不
手
際
と
相
聞
候
、
當
節
ハ
安
江

し
ょ
っ
ち
ゅ
う

【
２
６
頁
】

方
之
近
所
ニ
小
き
小
屋
懸
同
前
之
處
ニ
壱
人
住
居
と
相
聞
候
、
此
者
為
見

然

廻
参
り
合
せ
候
ニ
付
、
一
席
ニ
而
酒
給
せ
候
事
、
相
縮
ル
處
先
ツ
〆
括
り
無
之

く
く

人
物
と
相
聞
へ
候
、
乍
然
喃
之
小
意
地
ハ
随
分
有
之
不
面
目
人
物
と
申
事
ニ
候
、

恒
左
衛
門
内
話
ニ
も
中
々
相
手
ニ
成
り
不
申
共
と
乍
雑
話
毎
々
笑
談
仕
候
事
、

同
七
日

同
八
日

一
、
今
日
梅
田
屋
姥
罷
帰
り
候
事
、

一
、
昨
日
三
谷
菊
蔵
父
子
為
見
廻
罷
越
酒
壱
徳
持
、
昨
夜
ハ
親
類
方
江
止
り
、

今
日
梅
田
屋
姥
と
同
道
ニ
而
罷
帰
り
候
事
、

一
、
下
女
梅
父
伊
兵
衛
事
、
此
内
為
見
廻
罷
越
候
、
彼
方
よ
り
ハ
折
々
菜
園
杯
差

【
２
７
頁
】

候
事
、

一
、
田
中
之
治
郎
吉
、
此
内
為
見
廻
罷
越
釣
柿
少
々
持
参
候
事
、

一
、
小
室
屋
金
治
為
見
廻
参
り
同
断
持
参
候
事
、
此
者
ハ
元
来
父
平
兵
衛
と
申

大
谷
治
兵
衛
弟
ニ
而
先
年
小
室
屋
と
申
爰
元
町
人
江
養
子
ニ
参
り
、
其
後

身
上
没
落
せ
し
め
一
節
ハ
萩
共
江
も
稼
ニ
出
居
、
其
後
又
々
爰
元
罷
帰
り

家
屋
敷
も
於
只
今
ハ
賣
拂
候
趣
ニ
而
近
年
治
兵
衛
よ
り
須
佐
ニ
而
裏
判
所
江

相
願
、
江
崎
・
須
佐
領
御
境
御
領
之
内
少
々
海
端
借
用
仕
候
ハ
ゞ
、
追
々
自

力
を
以
埋
地
仕
固
屋
懸
け
仕
住
居
仕
候
ハ
ゞ
、
事
ニ
寄
り
候
而
ハ
御
領
内
之
〆
り

之
事
も
被
仰
付
次
第
氣
を
付
可
申
と
の
事
ニ
付
、
被
差
免
候
、
其
後
固
屋

掛
け
仕
西
之
鼻
之
道
端
ニ
住
居
せ
し
め
候
事
、

【
２
８
頁
】

一
、
恒
左
衛
門
方
本
宅
之
荒
圖
此
内
ニ
入
置
候
事
、

同
九
日

同
十
日

一
、
今
日
大
庭
久
左
衛
門
為
見
廻
罷
越
候
ニ
付
、
追
薪
買
入
之
事
相
頼
候
事
、

付
り

営
節
ハ
薪
・
炭
等
至
而
不
如
意
ニ
候
事
、

一
、
飯
料
ハ
大
中
屋
方
よ
り
入
用
次
第
相
渡
し
呉
候
ニ
兼
而
申
合
せ
候
、
尤
返
弁
之

義
ハ
未
申
合
せ
半
途
ニ
付
、
追
々
申
合
せ
可
申
候
事
、

一
、
昼
後
大
谷
惣
太
郎
萩
江
此
内
罷
出
候
而
帰
り
候
由
ニ
而
立
寄
り
、
為
土
産
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申

か
ま
ほ
こ
持
参
之
事
、
只
今
よ
り
鵜
打
ニ
爰
元
沖
江
出
得
猟
仕
候
ヘ
ハ
、
持
参
可

【
２
９
頁
】

と
申
直
様
罷
出
、
薄
暮
頃
一
羽
得
猟
せ
し
め
取
帰
り
直
様
調
理
仕
候
ニ
付
、

酒
飯
給
せ
可
申
含
候
處
、
無
拠
用
事
有
之
急
ニ
田
万
江
罷
帰
り
不
申
而
者

不
相
成
、
其
儀
申
上
候
而
ハ
御
か
へ
し
被
成
間
敷
候
間
、
跡
ニ
而
宜
敷
申
上
呉
候

様
と
下
女
へ

申
置
帰
り
候
事
、

同
十
一
日

同
十
二
日

一
、
昨
今

御
先
代
高
正
院
様
御
一
周
忌
御
法
事
有
之
候
趣
ニ
付
、
心
計
り
之

御
遙
拝
申
上
候
事
、

同
十
三
日

【
３
０
頁
】

一
、
須
佐
浦
ノ
重
五
郎
母
子
、
孫
を
連
為
見
廻
罷
越
候
、
あ
わ
ひ
・
さ
ゝ
へ

土
産
と
〆
持
参
之
事
、

一
、
恒
左
衛
門
事
、
風
氣
之
由
ニ
而
昨
今
参
り
不
申
候
事
、

同
十
四
日

一
、
大
谷
五
郎
兵
衛
よ
り
鰍
到
来
之
事
、
須
佐
釜
屋
善
六
為
見
舞
入
来
、
鯛
一
折
・

酒
一
樽
持
参
之
事
、
山
本
勝
蔵
為
見
舞
鯛
一
折
差
越
候
事
、
勝
蔵

薄
暮
頃
入
来
之
事
、

同
十
五
日

一
、
翁
輔
、
此
度
渡
海
之
趣
ニ
付
、
為
暇
乞
内
々
お
と
ね
今
暁
七
ツ
時
出
立

ニ
而
須
佐
罷
出
候
、
中
間
弥
吉
壱
人
召
連
候
、
御
臺
所
親
亀
左
衛
門
為
見
廻

入
来

【
３
１
頁
】

之
事
、
恒
左
衛
門
も
只
様
氣
分
相
多
用
旁
ニ
付
、
得
参
り
不
申
、
今
日
入
来
ニ

緩
談
和
、
今
日
ハ
式
日
ニ
而
も
有
一
杯
差
出
候
處
折
節
津
田
忠
左
衛
門
・
同
庄
平

も
来
り
小
酌
之
事
、

一
、
お
と
ね
暮
ニ
及
須
佐
よ
り
罷
帰
り
候
、
留
守
親
類
内
無
事
之
左

右
承
り

か
れ
こ
れ

候
、
栗
山
お
た
き
見
廻
と
〆
罷
越
お
と
ね
同
道
ニ
而
参
り
候
事
、
ス
サ
町
ノ
勘
蔵

娘
さ
め
為
見
廻
罷
越
候
、
彼
ノ
者
事
ハ
近
年
内
輪
ニ
長
々
奉
公
仕
居
、
只
今

ニ
而
ハ
下
田
万
江
有
り
付
候
へ
共
、
毎
時
参
り
候
者
ニ
候
、
此
度
ハ
ス
サ
親
元
参
り

夫
よ
り
爰
元
見
廻
ニ
参
り
候
趣
ニ
而
親
元
よ
り
菜
園
物
色
々
持
候
事
、
津
田
屋

部
屋
よ
り
ふ
か
の
皮
、
本
家
よ
り
鯨
赤
身
差
越
候
事
、

同
十
六
日

【
３
２
頁
】

一
、
今
昼
後
紹
孝
寺
和
尚
来
ル
、
為
見
廻
蕎
麦
粉
・
酒
壱
瓢
・
菜
園
物

色
々
持
参
、
蕎
麦
和
尚
う
ち
唐
茶
差
出
緩
々
閑
話
ニ
而
被
帰
候
、

慶
応
元
年
乙
丑
（1
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）
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大
谷
惣
太
郎
事
、
須
佐
へ
出
ル
由
ニ
而
用
事
ハ
無
之
哉
と
立
寄
り
候
、
召
遣
之

弥
吉
、
頃
日
爰
元
ニ
而
格
別
用
事
も
無
之
只
様
同
様
故
ニ
一
応
暇
遣

差
返
し
候
事
、

付
り

日
数
廿
日
居
候
ニ
付
、
為
心
附
銀
三
拾
目
遣
之
、
日
別
凡
八0

壱
匁

五
分
宛
之
積
り
ニ
〆
、

一
、
大
中
屋
恒
左
衛
門
昼
前
入
来
、
緩
々
閑
話
罷
帰
り
候
事
、

同
十
七
日

一
、
紹
孝
寺
和
尚
、
昨
夜
西
堂
寺
ニ
止
宿
、
今
日
須
佐
被
帰
候
由
ニ
而
朝
飯

【
３
３
頁
】

後
為
暇
乞
入
来
、
少
し
談
し
候
而
引
取
相
成
候
、
お
た
き
・
さ
め
召
連
候
而

昼
前
後
宿
之
事
、

同
十
八
日

一
、
釜
屋
傳
六
方
よ
り
白
炭
壱
俵
持
せ
差
越
候
事
、

同
十
九
日

一
、
大
賀
吉
輔
・
堀
嘉
十
郎
為
見
舞
来
ル
、
吉
助
事
者
何
角
緩
々

閑
話
ニ
而
無
間
罷
帰
り
候
、
嘉
十
郎
事
者
津
田
庄
三
郎
方
江
内
用
有
之

参
り
、
夜
中
四
ツ
時
頃
迄
居
、
無
拠
此
方
ニ
而
止
宿
之
事
、

付
り

吉
助
為
土
産
砂
糖
一
袋
持
参
之
事
、

同
廿
日

一
、
嘉
十
郎
事
、
今
早
朝
帰
宿
之
事
、
竹
内
普
兵
衛

鑪

江
用
事

た
た
ら

【
３
４
頁
】

ニ
付
参
り
候
由
ニ
而
鳥

渡
見
廻
ニ
立
寄
り
直
様
引
取

鑪

江
参
り
候
事
、
卓

ち
ょ
っ
と

た
た
ら

其
外
漬
物
桶
又
少
々
之
物
持
せ
須
佐
よ
り
安
吉
差
越
用
事
相
済
帰
ル
、
彼
之
者

親
類
田
万
江
鳥

渡

ち
ょ
っ
と

参
り
候
事
、
須
佐
仕
立
屋
義
兵
衛
立
寄
り
酒
壱
徳
持
参
之
事
、
大
谷
惣
太
郎
よ
り

鰻
調
理
之
分
少
々
到
来
之
事
、
有
福
吉
五
郎
方
よ
り
大
根
到
来
、
同
人
百
姓

く
ね
ほ
七
ツ
持
参
之
事
、

く
ね
ん
ぼ同

甘
一
日

一
、
追
々
爰
元
ニ
而
之
飯
料
米
當
分
よ
り
恒
左
衛
門
方
ニ
而
取
替
貰
候
處
い
つ
返
弁

も
入
り
候
ニ
付
、
知
行
米
之
内
拾
俵
御
土
居
ニ
而
押
、
其
替
り
下
田
万
庄
屋
方
江
免
し

ニ
し
て
呉
候
ハ
ゝ
爰
元
江
出
遣
可
申
段
又
十
郎
江
相
談
仕
候
様
ニ
此
内
邦
衛
方
江

申
遣
候
虞
處
、
早
速
申
入
裏
判
座
よ
り
下
田
万
へ
免
之
候
事
、
運
ひ
可
申
と
の

【
３
５
頁
】

事
之
由
世
倅
方
よ
り
過
ル
十
八
日
申
越
候
ニ
付
六
郎
左
衛
門
方
江
幸
便
り
有
之

候
故
ニ
即
日
右
拾
俵
之
米
大
中
屋
方
江
早
速
ニ
差
出
呉
候
様
ニ
大
中
を
以

申
遣
候
、
大
中
屋
方
ニ
而
是
迄
之
取
替
米
を
差
引
残
り
米
追
々
相
渡

候
訳
ニ
申
合
せ
候
、
地
下
ニ
〆
夫
丈
須
佐
江
持
出
し
不
仕
候
故
ニ
仕
合
せ
ニ
相
成
候

故
ニ
勿
論
ち
ん
銭
な
し
ニ
〆
大
中
屋
江
差
出
候
筈
ニ
候
事
、

一
、
下
田
万
神
官
福
場
但
馬
為
見
廻
来
ル
、
菓
子
一
曲
持
参
之
事
、

同
廿
二
日

慶
応
元
年
乙
丑
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一
、
今
朝
下
田
万
よ
り
飯
料
米
拾
俵
之
内
五
俵
差
出
ス
、

手
代
半
五
郎
ニ
受
取

置
呉
候
様
申
聞
せ
候
、
左
候
而
、
此
方
飯
料
米
之
内
五
俵
之
受
取
半
五
郎
よ
り

田
万
江
差
越
呉
候
様
相
頼
候
事
、
安
江
孫
二
郎
来
ル
、
先
達
而
音
物

【
３
６
頁
】

到
来
、
相
拶
心
ニ
此
内
菓
子
壱
箱
・
か
ま
ほ
こ
相
添
遣
候
、
其
禮
と
〆
来
ル
也
、

一
、
横
山
左
兵
衛
用
事
ニ
付
、
此
邊
通
路
ニ
付
、
為
見
廻
立
寄
り
少
し
談
話
候
而

帰
り
候
事
、
大
中
屋
よ
り
お
こ
ふ
餅
一
重
到
来
之
事
、

同
廿
三
日

一
、
田
万
こ
ん
屋
よ
り
菜
園
物
色
々
取
合
差
越
候
、
恒
左
衛
門
方
よ
り

鴨
到
来
之
由
ニ
而
裾
分
け
と
〆
調
理
之
分
少
し
差
越
候
事
、

同
廿
四
日

一
、
山
根
友
之
助
母
為
見
舞
来
ル
、
古
銘
酒
壱
徳
・
鮑
壱
籠
持
参
、
緩
々
談
し

候
而
八
ツ
時
頃
罷
帰
り
候
、
波
田
與
市
昨
夜
引
越
之
由
ニ
而

手
紙
を
以

見
廻
旁
申
越
候
、
大
谷
忠
太
郎
酒
場
ニ
居
候
、
大
谷
五
郎
兵
衛
抱
之
酒
場
ニ
而

候

【
３
７
頁
】

元
来
者
世
並
屋
と
申
候
、
本
名
ハ
已
前
ハ
斧
野
七
郎
兵
衛
と
か
申
旧
家
之
由
ニ

候
事
、
近
藤
宗
兵
衛
来
ル
、
與
市
を
連
れ
候
而
参
り
候
由
之
事
、

杉
丁
知
行
所
米
倉
嘉
平
来
ル
、
大
根
持
来
り
見
廻
と

相
見
候
事
、
夜
中
ニ
金
崎
屋
利
兵
衛
来
ル
、
明
日
須
佐
帰
り
候
、

宿
江
用
事
無
之
か
と
の
候
事
、
又
大
中
屋
よ
り
餅
少
し
到
来
之
事
、

同
廿
五
日

一
、
下
田
万
こ
ん
や
大
津
良
左
衛
門
妻
来
ル
、
餅
口
取
持
参
、
夜
中
ニ
與
市

来
ル
、
緩
々
談
話
ニ
而
帰
り
候
事
、

同
廿
六
日

一
、
下
田
万
こ
ん
屋
よ
り
焼
付
木
差
越
候
事
、
大
谷
五
郎
兵
衛
妻
来
ル
、
あ
ん

【
３
８
頁
】

こ
ろ
・
白
餅
取
合
せ
二
重
持
参
之
事
、
竹
内
普
兵
衛
妻
来
ル
、
饅
頭
三
重

口
取
り
為
見
廻
持
参
、
緩
々
談
話
、
夜
中
帰
り
候
、
尤

鑪

へ
用
事
有
之

た
た
ら

由
ニ
而
直
様
舟
ニ
て
彼
之
地
江
参
り
候
、
此
方
長
屋
之
佐
助
連
れ
来
ル
、
佐
介

者
直
様
此
方
ニ
泊
り
翌
日
帰
り
候
事
、

同
廿
七
日

一
、
昨
廿
六
日
御
霊
社
御
遷
宮
有
之
、
今
日
ハ
大
隊
御
催
し
之
由
ニ
而

大
谷
忠
太
郎
罷
出
候
由
ニ
而
立
寄
り
候
事
、
田
万
方
よ
り
も
農
兵
共
出
候
由
ニ

候
事
、同

廿
八
日

、

一
、
昼
前
大
谷
久
七
来
ル
、
為
見
廻
菓
子
箱
持
参
、
閑
話
ニ
而
引
取
候
事

【
３
９
頁
】

慶
応
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津
田
屋
庄
平
よ
り

・
維
子
調
理
之
分
差
越
候
、
ス
サ
浦
ノ
金
槌

兎

小
鯛
一
籠
五
ツ
為
見
廻
持
参
之
事
、
恒
左
衛
門
・
安
江
兵
左
衛
門
・
同
孫
二
郎
、

五

尾

今
日
ス
サ
裏
判
所
よ
り
呼
出
し
之
由
ニ
而
参
り
と
申
、
恒
左
衛
門
壱
人

今
朝
此
方
江
参
り
候
ニ
付
、
宿
江
之
書
頼
候
事
、
大
谷
六
郎
左
衛
門
夜
中

参
り
閑
話
候
而
帰
り
候
事
、
大
谷
忠
太
郎
よ
り
餅
二
重
到
来
之
事
、

同
廿
九
日

一
、
多
祢
順
左
衛
門
居
所
之
事
ニ
付
、
六
郎
左
衛
門
内
話
承
り
候
而
少
し
不
審
之

事
も
有
之
、

今
朝
波
田
方
江
手
紙
を
以
内
々
申
遣
候
事
、
今
夜
與
市
来
ル
、
緩
々

閑
話
、
恒
左
衛
門
ス
サ
よ
り
帰
り
候
ニ
付
夜
中
来
ル
、
緩
々
閑
話
、
林
半
七
、
過

ル
廿
七
日

山
口
江
帰
り
候
由
之
事
、
今
夕
方
大
谷
官
一
郎
来
ル
、
か
ま
ほ
こ
五
枚
持

【
４
０
頁
】

参
、
一
両
日
已
前
萩
よ
り
帰
着
、
土
産
心
と
相
見
候
事
、
海
蔵
庵
よ
り
為
見
廻
ご
も
く

飯
弐
重
為
見
廻
被
差
越
候
、
田
万
湊
之
伊
八
妻
須
佐
よ
り
帰
便
ニ
持
参
り

候
事
、

同
晦
日

一
、
野
原
忠
五
郎
・
野
村
勘
四
郎
為
見
廻
来
ル
、
忠
五
郎

一
羽
、
勘
四
郎
こ
ん
に
ゃ
く
・
酒

兎

壱
升
持
参
、
三
谷
丈
七
来
ル
、
銘
酒
弐
升
・
こ
う
せ
ん
持
参
之
事
、
本
尾
官
治
・

俣
賀
昌
左
衛
門
内
々
為
見
廻
立
寄
り
候
、
今
日
御
上
江
津

御
行
歩
と
〆
被
遊

よ
り

あ
り
き

寺
歎
願
書
下
書
披
見
之
事
、

御
出
候
、
御
供
懸
り
よ
り

ニ
鳥

渡
立
寄
り
候
事
、

□

大
谷
六
郎
左
衛
門
益
田
妙
義

霞
カ

ち
ょ
っ
と

十
ニ
月
朔
日

一
、
野
原
利
介
為
見
廻
来
ル
、
肴
一
籠
持
参
、
丈
七
同
道
ニ
而
昼
前
ニ
帰
り
候
事
、

【
４
１
頁
】

大
谷
惣
太
郎
ス
サ
よ
り
帰
り
候
由
ニ
而
夜
中
入
来
歎
願
趣
別
ニ
承
り
候
事
、
又

紹
孝
寺
旭
洲
来
ル
、
手
本
相
頼
候
ニ
付
、
翌
日
相
調
候
事
、
旭
洲
、
か
ふ
・
こ
ん

に
ゃ
く
持
参
之
事
、

同
二
日

一
、
健
一
郎
来
ル
、
十
年
ほ
う
・
か
さ
め
・
上
酒
持
せ
来
ル
、
弥
吉
供
也
、
彼
之
者
も

小
鯛
二
・
焼
餅
持
参
之
事
、
梅
田
屋
よ
り
漬
物
・
大
根
差
越
候
事
、
弥
吉
者

旭
洲
一
同
ニ
帰
宿
之
事
、

同
三
日

、

一
、
健
一
郎
滞
留
、
今
日
昼
前
大
谷
惣
太
郎
鵜
打
ニ
参
り
候
、
浪
高
く
得
猟
無
之
候
事

福
場
丹
波
よ
り
き
じ
一
羽
到
来
之
事
、
安
江
藤
兵
衛
為
見
廻
来
り
候
事
、

同
四
日

【
４
２
頁
】

一
、
昨
日
角
屋
之
花
・
安
吉
二
人
為
見
廻
来
ル
、
こ
ん
に
ゃ
く
持
参
、
直
様
田
万
之

家
元
江
罷
越
、
安
吉
事
者
健
一
郎
連
れ
帰
ら
せ
度
ニ
今
日
昼
後
ニ

参
り
候
、
惣
太
郎
、
今
日
鵜
一
羽
持
参
候
事
、

慶
応
元
年
乙
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同
五
日

一
、
健
一
郎
、
今
昼
後
帰
り
候
、
安
吉
・
同
人
母
一
同
帰
り
候
、
昨
日
惣
太
郎
得
猟

鵜
健
一
郎
為
土
産
取
帰
ら
せ
候
事
、
夜
中
ニ
惣
太
郎
来
ル
、
今
日
昼
よ
り
須

佐
罷
出
帰
り
懸
け
之
様
子
、
用
向
ハ
此
度
須
佐
ニ
而
譴
責
を
蒙
り

候
銘
之
趣
石
州
益
田
妙
義
寺
承
り
、
兼
而
之
儀
ニ
付
、
御
内
輪
尚

山
口
江
歎
願
仕
度
由
ニ
而
追
々
大
谷
六
郎
左
衛
門
方
江
内
々
申
越
候
ニ
付
、
右
之

歎
願
書
須
佐
持
参
、
山
口
江
之
分
者
大
庄
屋
大
谷
久
七
迄
持
参
之
由
、

【
４
３
頁
】

尤
多
祢
卯
一
郎
兼
而
田
万
方
ニ
者
多
人
数
門
人
も
有
之
候
ニ
付
、
右
門
人
中

よ
り
も
御
譴
責
御
寛
大
之
御
所
置
歎
願
之
趣
も
有
之
、
此
分
ハ
南

苑
隊
江
周
旋
相
頼
由
旁
ニ
付
、
明
日
生
雲
罷
越
候
趣
ニ
而
右
之

歎
願
書
内
見
ニ
入
レ
可
申
と
存
持
参
ニ
付
、
及
披
見
候
、
左
候
而
、
生
雲

江
者
惣
太
郎
・
六
郎
左
衛
門
世
倅
八
十
太
両
人
参
り
候
、
又
須
佐
よ
り
松
本

唯
市
・
増
野
小
五
郎
両
人
此
度
譴
責
を
蒙
り
候
銘
之
處

南
苑
隊
之
周
旋
相
頼
度
由
ニ
而

右
両
人
も
生
雲
罷
越
候
由

惣
太
郎
噂
ニ
承
り
候
、
右
之
歎
願
者
書
面
ハ
披
見
不
申
候
へ
共
、
館
中

連
中
よ
り
之
様
子
ニ
惣
太
郎
噂
申
候
事
、

同
六
日

【
４
４
頁
】

一
、
江
崎
人
廣
槌
相
招
き
写
本
類
裁
せ
候
、
長
屋
ノ
卯
佐
右
衛
門
来
ル
、
樫
炭

少
し
持
参
、
留
守
よ
り
之
書
状
等
持
来
ル
、
無
間
帰
り
候
事
、

一
、
昨
五
日
大
尾
邊
下
山
廻
り
介
左
衛
門
為
見
廻
来
、
蚫
三
ツ
・
唐
い
も
持
参
之
事
、
夜
中

波
田
與
市
来
ル
、
緩
々
閑
話
ニ
而
帰
り
候
事
、

同
七
日

一
、
お
た
か
為
見
廻
来
ル
、
石
田
善
十
郎
妻
も
一
同
ニ
来
ル
、
長
屋
豊
治

連
れ
来
ル
、
石
田
金
ざ
ん
し
一
曲
・
蚫
二
ツ
持
参
、
大
崎
屋
よ
り
右
之

便
ニ
飽
三
ツ
・こ
う
せ
ん
一
袋
・
沙
糖
小
曲
壱
ツ
差
越
候
、
お
た
か
用
事

砂

相
済
一
同
ニ
帰
り
候
事
、
栗
山
翁
輔
渡
海
之
様
夕
方
ニ
相
聞
へ

候
ニ
付
、
お
と
ね
事
、
為
暇
須
佐
出
候
支
度
之
處
江
留
守
よ
り
民
介
・

【
４
５
頁
】

佐
介
両
人
飛
脚
と
〆
申
越

弥
出
船
之
様
子
、
折
節
お
と
ね

風
氣
ニ
付
大
中
屋
ニ
而
駕
籠
を
借
り
候
而
須
佐
参
り
候
、
両
人

之
者
直
様
供
ニ
而
帰
り
候
、
駕
籠
ハ
此
度
ハ
触
れ
候
へ
者
差

止
候
、
近
来
ハ
通
例
ニ
而
者
出
し
不
申
由

以
後
之
事
ハ
不
相
分
候
へ
共
、

定
而
庄
屋
之
心
配
ニ
而
可
有
之
哉
と
被
思
召
、
夜
中
五
ツ
前
ニ

爰
元
出
立
ニ
而
候
、
下
女
梅
を
召
連
れ
出
候
、
留
守
ハ
彼
之
妹

を
雇
候
事
、
恒
左
衛
門
も
く
り
山
出
船
之
様
子
承
り
、
お
と
ね
よ
り

少
し
後
れ
候
而
駕
籠
一
肩
須
佐
出
候
、
是
も
折
節
病
氣
之
由

ニ
而
駕
籠
ニ
而
出
候
事
、

一
、
昨
夜
上
酒
場
よ
り
漬
物
色
々
到
来
之
事
、

【
４
６
頁
】八

日

慶
応
元
年
乙
丑
（1

8
65

）
十
二
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一
、
大
谷
六
郎
左
衛
門
方
よ
り
か
ま
ほ
こ
五
・
漬
物
色
々
到
来
之
事
、
今
昼
時
頃

恒
左
衛
門
栗
山
見
立
相
済
帰
宿
之
由
ニ
而
入
来

以
後
ニ
様
子
承
り
候
事
、

今
夜
暮
時
頃
お
と
ね
帰
り
候
事
、
與
市
・
恒
左
衛
門
入
来
之
事
、

九
日

一
、
今
朝
廣
槌
此
内
写
本
裁
残
り
を
裁
ニ
参
り
候
事
、
今
日
ス
サ
ニ
而
大
隊

有
之
趣
ニ
而
田
万
よ
り
出
候
銘
々
共
、
今
朝
五
ツ
時
爰
元
通
行
之
事
、
今
日
之

大
隊
ハ
公
儀
役
人
衆
見
分
と
〆
ス
サ
越
着
之
由
、
右
ニ
付
、
大
隊
催
し
か
と

今
日
之
處
ハ
十
三
日
之
下
稽
古
之
由
ニ
後
チ
相
聞
ル
也
、

被
相
考
候
、
定
日
ハ
三
之
日
ニ
而
候
事
、

野
頭
村
畔
頭
石
川
七
左
衛
門
・
高
山
同
石
橋
六
郎
兵
衛
為
見
廻
来
ル
、
小
鯛
一

籠
両
人

【
４
７
頁
】

催
相
ニ
持
参
之
事
、

同
十
日

一
、
今
目
内
田
権
左
衛
門
・
同
人
娘
喜
勢
来
ル
、
小
鯛
弐
持
参
之
事
、
昼
後
帰
ル
、

昼
頃
恒
左
衛
門
内
始
而
来
ル
、
未
病
氣
半
途
ニ
候
へ
共
、
明
春
本
家
江
帰

り
候
ニ
付
、
年
廻
り
も
有
之
候
ニ
今
日
鳥

渡
當
家
ニ
而
昼
飯
給
初
候
由
ニ
而
、

ち
ょ
っ
と

右
ニ
付
来
り
候
ニ
付
、
相
對
之
事
、
恒
左
衛
門
同
道
ニ
而
内
々
後
口
之
山
江
為
行

歩
参
ル
、
一
瓢
相

攜

緩
々
山
上
を
廻
り
見
候
事
、
野
頭
村
田
村
利
兵
衛
為

た
ず
さ
え

見
廻
来
ル
、
蚫
壱
籠
持
参
之
事
、
栗
山
半
左
衛
門
内
お
と
み
召
連
為

見
廻
参
り
候
事
、
安
江
兵
左
衛
門
方
よ
り
為
見
廻
肴
重
一
組
・
提
重
江
あ
ん

こ
ろ
差
越
候
事
、
大
尾
大
庭
左
衛
門
江
用
事
有
之
候
間
、
鳥

渡
参

ち
ょ
っ
と

【
４
８
頁
】

呉
候
様
申
遣
候
處
、
今
日
入
来
、
た
は
こ
等
持
参
、
用
事
者
近
来
又
々
長
征
之

事
有
之
、
此
度
江
戸
よ
り
御
目
附
藝
州
迄
御
下
り
山
口
よ
り
宍
戸
備
後
・
廣
瀬
・
山
縣
其

外
隊
中
之
者
両
三
輩
御
呼
登
し
ニ
而
御
糺
向
有
之
、
趣
次
第
ニ
而
御
國
追
討
之

御
所
置
ニ
も
可
相
成
哉
ニ
付
、
諸
御
國
境
御
手
當
之
義
御
触
出
し
有
之
候
ニ
付
而
者

御
領
分
佛
坂
其
外
御
手
當
之
御
詮
義
も
相
成
候
、
然
ル
處
三
郎
左
衛
門
只
今
之
身
分

ニ
而
者
御
沙
汰
無
之
而
者
押
而
須
佐
帰
宿
も
不
相
成
、
萬
一
追
討
勢
佛
坂
其
外

御
境
江
相
迫
り
候
模
様
有
之
候
節
ハ
、
江
崎
之
義
ハ
本
筋
ニ
而
其
上
公
儀
よ
り
出
張
之

御
人
数
趣
ニ
寄
り
候
而
者
家
々
・
宿
ニ
も
可
相
成
も
難
計
、
三
郎
左
衛
門
事
病
氣
も
未
聢

と
無
之
、
火
急
之
歩
行
等
不
相
調
候
ヘ
ハ
、
萬
一
之
節
ハ
先
ツ
差
當
り
尾
浦
江

除
け
居
可
然
、
其
上
ニ
而

更

工
面
も
可
有
之
と
存
、
右
之
節
ハ
久
左
衛
門
心

さ
ら
に

遣
を
以
早
速
ニ

【
４
９
頁
】

迎
舟
江
崎
江
差
越
、
尚
少
々
之
荷
物
も
有
之
候
ヘ
ハ
、
人
両
三
人
位
も
差
越
呉
候
ハ
ゞ
、

當
座
之
除
け
用
意
も
可
相
成
と
存
、
久
左
衛
門
江
相
頼
候
處
、
以
後
相
心
得
左
様
之

節
ハ
速
ニ
い
ケ
様
共
可
仕
、
兼
而
手
當
仕
置
可
申
候
間
、
其
段
ニ
お
い
て
ハ
安
心
仕
候
様
ニ
と

請
相
候
事
、
左
候
而
、
右
等
之
談
し
相
済
無
間
引
取
候
事
、

同
十
一
日

今
昼
頃
栗
山
半
左
衛
門
・
同
久
蔵
為
見
廻
入
来
之
事
、
留
守
よ
り
人
差
越
候
、
其

一
、跡

よ
り
留
守
江
人
差
越
候
由
ニ
而
蛤
持
せ
書
状
ヲ
も
持
せ
差
越
候
而
無
間
差
か
へ
し
候
、

半
左
衛
門
并
家
内
一
同
ニ
夕
方
帰
宿
之
事
、
尤
久
蔵
事
ハ
今
日
一
日
留
置
候
事
、

浦
庄
屋
吉
田
冨
十
郎
妻
津
田
屋
方
江
参
り
候
由
ニ
而
式
肴
一
折
差
越
候
事
、

慶
応
元
年
乙
丑
（1

86
5

）
十
二
月
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其
後
冨
十
郎
妻
来
ル
、
少
し
談
し
候
而
帰
り
候
、
今
日
直
様
ス
サ
帰
り
候
趣
之
事
、

【
５
０
頁
】

一
、
今
夜
與
市
謫

居
江
内
々
乞
相
も
有
之
参
り
候
大
谷
五
郎
兵
衛
も
出
居
候
而
緩
々
閑

た
く
き
ょ

話
、
殊
ニ
五
郎
兵
衛
心
遣
ニ
而
段
々
馳
走
ニ
相
成
、
九
ツ
前
帰
り
候
事
、
五
郎
兵

衛
方
よ
り
為
土
産

家
内
之
方
も
小
重
差
越
候
事
、
其
後
承
り
候
へ
者
與
市
馳
走
由
ニ
候
事
、

同
十
二
日

一
、
大
谷
惣
太
郎
生
雲
よ
り
昨
夜
帰
り
候
由
ニ
而
昼
後
入
来
小
鴨
壱
羽
為
土
産
持

参
之
事
、
生
雲
之
様
子
承
り
候
處
、
妙
義
寺
よ
り
之
歎
願
書
ハ
御
代
官
之
方
へ

大
谷
忠
兵
衛
よ
り
吉
部
ニ
而
差
出
候
處
、
至
極
尤
之
義
、
折
節
御
目
付
も
出
張

ニ
候
ヘ
ハ
申
合
せ
早
速
ニ
山
口
江
可
申
出
と
の
義
ニ
候
扨

又
田
祢
卯
市
身
上
之

さ
て
ま
た

儀
ニ
付
、
歎
願
趣
ハ
南
苑
隊
総
督
佐
々
木
男
也
江

忠
兵
衛
取
計
ニ
而
惣
太
郎
も
令
相
對
候
處
、
師
弟
之
間
ニ
而
ハ
至
極
尤

【
５
１
頁
】

之
次
第
、
ケ
様
祐
可
有
之
事
ニ
者
候
へ
共
、
一
應
御
沙
汰
相
成
候
事
ニ
候
へ
者
只
今
兎
角

儀
ハ
隊
中
よ
り
一
向
ニ
被
申
義
ニ
而
無
之
、
先
ツ
御
沙
汰
通
り
ニ
い
つ
れ
も
仕
候
而

跡
之
處
早
く
御
免
罪
と
申
候
處
ハ
、
幾
重
も
周
旋
仕
り
可
申
と
の
事
之
由
、

又
大
谷
樸
助
一
条
之
事
を
相
尋
候
處
虚
、
惣
太
郎
ニ
お
い
て
も
其
儀
ハ
少
し
下
ニ
〆

之
風
聞
ハ
承
り
候
へ
共
、
聢
と
仕
候
義
ハ
承
知
不
仕
、
其
儀
ハ
罷
帰
り
候
而
得
と

承
り
候
ハ
ゞ
、
以
後
相
分
り
可
申
、
様
子
次
第
大
谷
忠
兵
衛
方
迄
書
中
を
以
可
申
越

候
間
、
御
讀
被
成
下
候
様
ニ
と
申
置
帰
り
候
由
、
男
也
申
分
ニ
者
何
分
樸
助
も

御
先
代
中
追
々
被
召
遣
候
者
ニ
候
ヘ
ハ
、
其
御
所
置
之
處
些
と
い
へ
哉
ニ
被

相
考
候
口
氣
之
由
、
ど
ふ
も
其
節
之
次
第
追
々
弁
解
も
相
成
居
候
事
ニ

候
へ
共
、
兎
角
事
徹
底
不
仕
趣
と
相
考
ら
れ
候
事
、
蟶
潟
野

【
５
２
頁
】

増
野
文
吉
参
り
候
、
為
見
廻
蕎
麦
切
り
四
・重
物
持
参
之
事
、
直
様
田
万
へ

参
り
候
由
ニ
而
帰
り
候
、
明
日
又
帰
り
懸
立
寄
可
申
由
之
事
、

同
十
三
日

一
、
今
昼
後
増
野
文
吉
田
万
よ
り
帰
り
懸
立
寄
り
候
ニ
付
、
久
之
進
も
右
同
道

ニ
而
罷
帰
り
候
事
、
組
ノ
善
槌
為
見
廻
来
り
、
樫
炭
壱
俵
・
大
根
等

持
参
之
事
、
下
女
梅
身
元
よ
り
お
ば
あ
壱
喉
差
越
候
事
、
波
田
與
市

夜
中
入
来
之
事
、
品
川
繁
吾
此
邊
針
立
テ
ニ
参
り
候
由
ニ
而
為
見
廻
来
候
事
、

同
十
四
日

一
、
豊
田
平
左
衛
門
父
子
・
平
田
七
右
衛
門
為
見
廻
罷
越
、

壱
羽
為
土
産

兎

持
参
之
事
、
無
間
逢
引
取
候
、
善
槌
事
も
今
日
帰
り
候
事
、

【
５
３
頁
】

戸
倉
三
郎
兵
衛
方
よ
り
鯛
折
・
酒
壱
徳
・小
祝
壱
重
ね
為
見
廻
差

越
候
、
実
者
三
郎
兵
衛
六
十
壱
之
心
祝
仕
候
由
ニ
候
ヘ
ハ
、
其
祝
之
物
と

相
見
候
、
追
而
此
方
よ
り
も
祝
候
心
持
ニ
て
肴
代
壱
封
差
越
申
候
事
、

同
十
五
日

慶
応
元
年
乙
丑
（1

86
5

）
十
二
月
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一
、
庄
屋
安
江
藤
左
衛
門
よ
り
鯛
一
折
到
来
之
事
、
昼
後
恒
左
衛
門
居
所
江

初
而
見
廻
候
事
、
無
是
何
角
之
相
拶
ニ
参
り
可
申
筈
之
處
、

恒
左
衛
門
妻
久
ニ
病
氣
之
由
ニ
付
、
妨
と
存
只
様
差
相
候
處
、
頃
日
ハ

大
分
快
床
揚
け
も
為
仕
様
子
ニ
付
、
十
五
日
旁
ニ
付
鳥

渡
見
廻
候
事
、

ち
ょ
っ
と

品
川
繁
吾
、
今
日
須
佐
帰
り
候
由
ニ
而
立
寄
り
候
ニ
付
、
宿
状
取

頼
候
、
大
谷
官
一
郎
も
須
佐
罷
出
候
由
ニ
而
立
寄
り
候
ニ
付
、
丹
下
方
へ
之

【
５
４
頁
】

書
状
相
頼
何
角
傳
言
申
候
事
、
夜
中
津
田
庄
平
年
忘
れ
と
〆
酒
肴

持
ニ
而
緩
々
相
談
し
罷
帰
り
候
、
廣
槌
召
連
れ
参
り
、
折
節
恒
左
衛
門
も
出
逢
、

番
頭
三
郎
右
衛
門
を
呼
候
事
、
夕
方
恒
左
衛
門
方
白
魚
初
物
少
々
到
来
之
事
、

同
十
六
日

一
、
此
間

鑪

よ
り
為
歳
暮
樫
炭
壱
俵
・
炭
消
し
壱
・弥
三
右
衛
門
よ
り
差
越
候
事
、

た
た
ら

恒
左
衛
門
・

庄
三
郎
別
而
世
話
ニ
相
成
候
ニ
付
今
夜
年
忘
れ
心
ニ
内
々
相
招
き
一
杯
差
出
候
、

大
中
屋
番
頭
三
郎
右
衛
門
尚
又
廣
槌
も
毎
ニ
世
話
ニ
相
成
候
ニ
付
、
呼
候
而
一

つ
ね

杯
給
さ
せ
候
事
、
折
節

與
市
来
懸
り
候
ニ
付
留
メ
候
事
、
肴
類
折
節
到
来
、
有
合
丈
ニ
而
済
候
事
、

同
十
七
日

一
、
清
九
郎
よ
り
小
き
菓
子
箱
為
見
廻
差
越
候
事
、
庄
屋
安
江
藤
左
衛
門
父
藤
兵

衛

【
５
５
頁
】

為
見
廻
参
り
候
、
八
十
二
歳
ニ
相
成
候
由
、
至
而
堅
固
ニ
相
見
ル
、
尤
耳
者
遠

く
候
事
、

同
十
八
日

一
、
金
吾
為
見
廻
来
ル
、
酒
一
徳
切
封
持
参
、
昼
後
帰
宿
之
事
、

留
守
よ
り
長
屋
之
友
助
差
越
候
、
餅
其
外
ニ
入
用
之
品
差
越
候
、

無
間
差
か
へ
し
候
事
、
今
夜
節
分
ニ
付
鬼
打
豆
恒
左
衛
門
方
よ
り
本
家
中
江

蒔
候
ニ
付
、
此
方
ニ
者
格
別
ニ
無
其
儀
、
尤
鬼
打
豆
少
々
貰
候
而
此
方
之
神
棚

江
上
ケ
候
、
又
だ
ら

錺
も
恒
左
衛
門
方
皆
錺
り
候
、
此
方
ニ
者
壱
ツ
貰
神
棚
者
揚
け
候
事
、

同
十
九
日

一
、
吉
野
利
吉
為
見
廻
来
ル
、
こ
ん
ふ
歳
暮
と
〆
持
参
之
事
、
石
田

善
十
郎
昼
後
来
ル
、
大
崎
運
平
妻
よ
り
為
歳
暮
砂
糖
一
曲
善
十
郎
へ

【
５
６
頁
】

頼
候
由
ニ
而
持
参
之
事
、
夜
中
津
田
屋
庄
平
・
善
十
郎
同
道
ニ
而
参
り
、
善
十
郎

庄
平
方
江
参
り
一
杯
給
さ
せ
可
申
候
處
、
夜
中
御
徒
然
之
御
紛
れ
ニ
も
可
相
成
と

存
、
善
十
郎
同
道
ニ
而
罷
出
候
由
ニ
而
軽
き
酒
肴
持
参
、
緩
々
閑
話
ニ
而
帰
り
候

事
、

同
廿
日

一
、
堀
助
四
郎
御
代
官
所
御
留
置
也
之
事
ニ
付
、
爰
元
参
り
候
由
ニ
而
見
舞
と
〆

立
寄
り
候
、
玉
子
七
ツ
持
参
之
事
、
丹
下
父
子
為
見
廻
夕
方
来
ル
、
地
下
打
廻

慶
応
元
年
乙
丑
（1

8
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）
十
二
月



- 18 -

り
小
左
衛
門
来
ル
、
酒
壱
徳
持
参
之
事
、

同
廿
一
日

一
、
今
昼
後
丹
下
父
子
・
石
田
善
十
郎
一
同
ニ
帰
須
佐
之
事
、
尾
浦
大
庭
久
左
衛
門

方
よ
り
薪
少
し
廻
し
候
事
、
ず
り
□
壱
羽
差
越
候
事
、

足
カ

同
廿
ニ
日

【
５
７
頁
】

一
、
堀
嘉
十
郎
母
・
福
田
屋
多
吉
来
ル
、
梅
田
屋
よ
り
小
鯛
唐
ず
し
一
重
・
た
わ
ら
こ
壱

重
持
参
、
多
吉
蕎
麦
切
二
重
・
さ
え
ん
物
色
々
持
参
之
事
、

同
廿
三
日

一
、
昨
日
岡
部
次
郎
兵
衛
為
見
廻
来
ル
、
酒
壱
徳
差
越
候
、
時
勢
彼
是
緩
々
閑
話
ニ

而
引
取
り

候
事
、
大
谷
忠
太
郎
先
達
而
因
□
邊
江
参
り
帰
り
候
由
ニ
而
入
来
、
彼
之
邊
よ

州
カ

り
石
州

邊
之
時
勢
之
模
様
緩
々
承
り
候
事
、
大
賀
宇
吉
・
上
杉
園
右
衛
門
為
見
廻
来
ル
、

園
右
衛
門

壱
羽
持
参
之
事
、
留
守
よ
り
塩
ケ
物
・
醤
油
等
持
せ
安
吉
差

兎

越
候
事
、
今
日
大
中
屋
餅
搗
之
由
ニ
而
部
屋
江
被
呼
候
、
外
ニ
客
者
無
之

軽
き
取
肴
ニ
而
酒
差
出
、
餅
煎
流
し
ニ
〆
差
出
候
事
、

同
廿
四
日

【
５
８
頁
】

一
、
今
日
境
研
哉
相
招
き
三
郎
左
衛
門
兼
而
之
氣
分
見
せ
遣
事
、

折
節
少
し
風
氣
ニ
付
風
薬
貰
候
事
、
大
薀
寺
長
老
碓
翁

蘊

入
来
、
金
米
糖
一
曲
持
参
之
事
、
少
し
話
し
ニ
而
引
取
り
候
事
、
梅
田

屋
よ
り
外
用
有
之
人
差
越
候
、
序
ニ
大
根
・
漬
物
等
差
越
候
事
、
大
谷
岩

尾
、
波
田
方
江
見
廻
ニ
参
り
候
由
ニ
而
此
方
江
も
立
寄
り
無
間
引
取
り
候
事
、

同
廿
五
日

一
、
今
日
お
い
し
伊
兵
衛
召
連
れ
来
ル
、
茶
・
干
大
根
土
産
、
大
田

丹
宮
姉
娘
・
治
郎
吉
・
小
五
郎
・
宅
野
□
之
介
来
ル
、
丹
宮
よ
り

駒
カ

初
郭
公
茶
壱
袋
差
越
候
事
、
い
つ
れ
も
夕
方
帰
須
佐

之
事
、
大
谷
丈
右
衛
門
田
万
江
用
事
ニ
付
参
り
候
由
ニ
而
立
寄
り
候
事
、

【
５
９
頁
】同

廿
六
日

一
、
大
谷
丈
右
衛
門
田
万
江
参
り
帰
り
懸
け
之
由
ニ
付
、
立
寄
り
候
、
少
し
談
し
候

而
無
間

帰
り
候
事
、
大
谷
忠
太
郎
入
来
之
事
、

同
廿
七
日

一
、
長
屋
之
嘉
七
来
ル
、
其
便
ニ
橋
詰
よ
り
ス
サ
焼
鉢
壱
ツ

蕪

を
差
越
候
事
、

か
ぶ
ら

梅
田
屋
よ
り
赤
漬
大
根
差
越
候
事
、
蕎
麦
屋
多
吉
よ
り
大
根
・
蓮
根
差
越
候
事
、

大
谷
五
郎
兵
衛
方
よ
り

獺

少
し
・
北
国
之
潰
物
大
根

か
わ
う
そ

沢
山
ニ
差
越
候
事
、
大
谷
六
郎
左
衛
門
方
江
た
き
付
木
所
望
ニ
嘉
七
遣
シ
取
帰

り
候
事
、

慶
応
元
年
乙
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同
廿
八
日

一
、
今
朝
嘉
七
須
佐
差
返
シ
候
事
、
當
暮
ハ
徳
山
御
隠
居
御
逝

去
ニ
而

過
ル
十
八
日
よ
り
来
正
月
三
日
迄
鳴
物
・
音
曲
停
止

【
６
０
頁
】

被
仰
付
候
ニ
付
、
錺
り
も
無
之
趣
、
尤
内
神
棚
ハ
錺
り
も
相
調

候
様
子
ニ
相
聞
候
、
身
柄
居
所
小
き
神
棚
江
も
餅
細
き
分

土
器
江
入
其
か
た
ち
ニ
差
上
候
、
身
祝
ひ
之
心
ニ
而
小
床
江
三
郎
左
衛
門
弐
人

之
分
か
ざ
り
候
、
神
棚
小
床
江
輪
錺
せ
し
め
候
、
神
棚
江
ハ

三
朝
か
間
御
福
木
・
菓
子
・
雑
煎
餅
・
大
福
等
上
け
初
メ
候
處
、

中
村
屋
仲
蔵
方
よ
り
為
歳
暮
人
参
・
釣
柿
差
越
候
事
、
此
間

大
草
祐
□
母
為
見
廻
来
ル
、
釣
柿
・
小
鳥
持
参
之
事
、
大
庭
久
左
衛
門

純
カ

よ
り
の
り
為
歳
暮
差
越
候
事
、
仙
道
孫
介
よ
り
銘
酒
弐
升
差

越
候
、
海
士
地
彦
兵
衛
よ
り
此
内
干
鰯
差
越
候
、
釜
屋
傳
六
よ
り
酒
壱
徳

差
越
候
、
田
万
こ
ん
屋
よ
り
人
参
・
く
ね
ほ
・
大
根
等
差
越
候
事
、

【
続
く
】

【
６
１
頁
】

仕
立
屋
ノ
儀
兵
衛
石
州
よ
り
帰
り
懸
鳥

渡
立
寄
り
候
、
再
征
事
も
先
ツ

ち
ょ
っ
と

積
ニ
而

已
ニ
濱
田
へ
出
張
之
軍
目
附
両
人
共
ニ
湯
津
江
引
取
り
相
成
候

由
、
其
外
福
山
當
り
よ
り
出
張
之
人
数
も
追
々
引
取
ニ
相
成
候
由
之
噂
ニ
て

候
事
、
海
士
地
之
利
兵
衛
立
寄
り
候
事
、
下
田
万
江
行
き
候
由
之
事
、

同
廿
九
日

一
、
本
尾
官
治
方
よ
り
為
見
廻
歳
暮
旁
人
差
越
、
の
り
・
午
房
・
人
参
、
お
と

牛

蒡

ね
へひ
ん
付
・
え
り
地
壱
差
越
候
事
、
津
田
屋
庄
平
方
よ
り
為
歳
暮

若
水
田

子
・
数
の
子
・
中
汲
酒
壱
升
・
代
々
差
越
候
事
、
津
田
屋

た
ご(

桶)

橙

部
屋
忠
左
衛
門
よ
り
為
歳
暮
の
り
差
越
候
事
、
山
根
屋
清
太
郎
よ
り
葛
壱
袋
・
蕎
麦

切
り
差
越
候
事
、
岩
見
屋
五
郎
右
衛
門
よ
り
為
歳
暮

鯣

差
越
候
事
、
ひ
で
と

す
る
め

申
女
よ
り

【
６
２
頁
】

蕎
麦
切
り
一
重
持
参
之
事
、
追
々
是
迄
入
来
之
銘
々
暮
之
禮
ニ
ハ

不
入
、
當
年
者
御
停
止
中
故
無
其
儀
故
、
於
平
年
迚
も
爰
元
ハ
皆
商
家

故
暮
之
禮
事
ハ
餘
り
無
之
哉
ニ
相
聞
候
事
、
小
鯛
・
代
々
一
籠
為

歳
暮
恒
左
衛
門
方
よ
り
、
尚
又
挽
茶
・
巻

鯣

等
差
越
候
事
、

す
る
め

慶
応
二
丙
寅
元
日

晴

一
、
元
旦
之
心
祝
せ
し
め
候
事
、
恒
左
衛
門
為
祝
詞
入
来
、
数
之
子
ニ
て
酒
出
し
初
之

事
、
番
頭
・
手
代
共
追
々
来
ル
、

【
６
３
頁
】同

二
日

晴

一
、
恒
左
衛
門
家
内
為
祝
詞
と
〆
入
来
之
事
、
長
屋
ノ
民
助
来
ル
、
蛤
一

簀
す
の
こ

留
守
よ
り
差
越
候
事
、

同
三
日

晴

一
、
今
朝
民
助
今
一
日
留
置
事
、
長
屋
ノ
宇
佐
右
衛
門
来
ル
、
無
間
帰
ル
、
浦
ノ
七

慶
応
元
年
乙
丑
（1
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兵
衛
方
よ
り

鯛
一
折
差
越
候
、
三
谷
菊
蔵
来
ル
、
大
嶋
江
書
状
并
ニ
の
り
少
し
差
送
り

候
、
尤
栗
山
よ
り
便
り
之
節
差
越
呉
候
様
頼
遣
し
候
事
、
夕
方
恒
左
衛
門

方
被
呼
取
肴
四
・
五
種
ニ
而
酒
差
出
、
至
時
分
切
り
す
し
・
吸
物
ニ
て
夜
食

出
デ
候
事
、
安
江
孫
治
郎
参
り
懸
ニ
而
取
持
之
事
、
帰
り
懸
ニ

恒
左
衛
門
并
家
内
・
孫
治
郎
同
道
ニ
而
忍
ニ
而
弁
天
社
江
参
詣

【
６
４
頁
】

せ
し
め
候
事
、

同
四
日

晴

一
、
此
内
石
橋
善
之
助
よ
り
白
酒
壱
徳
差
越
候
事
、
今
夜
地
蔵
之
縁
日
ニ
付
、
大
中
屋

家
内
よ
り
被
誘
家
内
西
堂
寺
江
参
詣
、
三
郎
左
衛
門
事
も
忍
ニ
而
行
歩
旁
参
詣
之
事
、

同
五
日

晴

一
、
内
田
和
平
・
友
助
・
嘉
七
・
佐
助
為
年
始
来
ル
、
無
間
帰
り
候
事
、
大
浦
儀
平

来
ル
、
安
江
兵
左
衛
門
・
同
孫
治
郎
・
伊
藤
清
九
郎
・
津
田
庄
平
・
中
村
屋
市
松
・
田
万
こ
ん

屋
・
大
津
屋
良
左
衛
門
・
海
士
地
ノ
利
兵
衛
年
禮
心
ニ
来
ル
、
兵
左
衛
門
・
孫
治`

清
九
郎

孫
治
郎

・
庄
平

麁
出
し
初
候
事
、
良
左
衛
門
・
利
兵
衛
・
市
松
江
も
於
勝
手
酒
給
せ
候
事
、
夜
中
、
大
谷
岩

尾内
為
見
廻
入
来
、
今
夕
方
興
市
方
江
為
見
廻
来
り
候
由
之
事
、
与
市
母
よ
り
と
〆

【
６
５
頁
】

の
り
壱
包
差
越
候
事
、
境
研
哉
相
招
き
三
郎
左
衛
門

せ
し
め
候
事
、
大

刺

胳

し
ら
く
？

谷
惣
太
郎
来
ル
、

同
六
日

雨
天

一
、
仁
保
宗
謙
為
病
用
爰
元
参
り
候
由
ニ
而
鳥

渡
立
寄
り
候
事
、
紹
孝
寺
旭
洲

ち
ょ
っ
と

来
ル
、
無
間
帰
り
候
事
、
大
谷
官
一
郎
よ
り
遠
来
酒
三
升
差
越
ス
、
大
谷
六
郎
左
衛
門

よ
り
午
房
・
黒
豆
差
越
候
事
、
平
嶋
之
茂
三
郎
来
ル
、
肴
一
折
持
参
之
事
、

尚
留
守
よ
り
薪
相
預
積
来
り
候
、
彼
之
者
舸
子
之
者
を
以
取
揚
け
呉
候

ニ
付
、
一
杯
呑
せ
候
事
、
こ
ん
夜
家
内
一
同
ニ
内
々
与
市
方
江
見
廻
ニ
参
り
候
、

五
郎
兵
衛
妹
・
忠
太
郎
共
出
候
而
緩
々
相
談
し
取
肴
吸
物
ニ
而
酒
差
出
、
香
の

物
ニ
而
茶
漬
差
出
候
事
、

同
七
日

晴
天

【
６
６
頁
】

一
、
大
谷
忠
太
郎
元
就
公
御
木
像
一
儀
ニ
付
、
内
々
ス
サ
江
差
出
候
事
、
鈴
川
屋

喜
兵
衛
来
ル
、
肴
一
籠
・
大
根
持
参
之
事
、
番
頭
三
郎
右
衛
門
方
よ
り
め
は
る
一
籠
差
越

候
事
、
横
屋
丁
栗
山
よ
り
人
差
越
、
の
り
少
し
差
越
候
事
、
大
谷

五
郎
兵
衛
抱
之
上
酒
屋
よ
り
ね
き
・
握
り
ず
し
壱
重
差
越
候
事
、

今
夜
吉
田
源
蔵
夫
婦
来
ル
、
鰤
壱
本
・
蚫

持
参
之
事
、
大
谷

ぶ
り

あ
わ
び

忠
太
郎
須
佐
よ
り
帰
ル
、
又
十
郎
御
狩
御
供
留
守
ニ
付
、
老
人
江
相
談
し
候
處
、

此
義
不
被
差
置

事
ニ
候
ヘ
ハ
、
又
十
郎
帰
り
候
上
者
早
速
申
合
せ
候
様
可
申
聞
と
の
事
ニ
而
忠
太
郎

者
帰
り
候
事
、

慶
応
二
年
丙
寅(

1
86
6
)

一
月
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同
八
日

雨
天

一
、
田
村
利
作
為
見
廻
来
ル
、
み
り
ん
酒
壱
徳
持
参
之
事
、
夕
方
よ
り
恒
左
衛
門
家

内

【
６
７
頁
】

相
招
き
軽
き
酒
飯
差
出
候
、
番
頭
三
郎
右
衛
門
ヲ
も
招
き
候
事
、

同
九
日

終
日
曇
天

一
、
今
夜
堀
野
唯
四
郎
來
ル
、
囲
碁
之
事
、

同
十
日

晴
天
、
夕
方
雨
天
ニ
相
成

一
、
邦
衛
来
ル
、
堀
嘉
十
郎
來
ル
、
邦
衛
夜
中
与
一
方
江
見
廻
候
事
、
津
田
屋
へ
も
同
断
、

十
一
日

雨
天

同

一
、
今
日
恒
左
衛
門
方
邦
衛
被
呼
候
ニ
付
、
家
内
も
参
り
候
様
申

事
ニ
付
、
一
参
り
候
、
邦
衛
よ
り
肴
ニ
て
も
可
差
越
之
處
、
天
気
相

ニ
而
不
相
調
肴
代
壱
封
銀
八
匁
遣
候
事
、
嘉
十
郎
も
恒
左
衛
門

呼
候
ニ
付
、
参
り
候
事
、
津
田
庄
三
郎
よ
り
邦
衛
江
銘
酒
弐
升

【
６
８
頁
】

差
越
候
事
、

同
十
二
日

昼
前
少
し
雨
、
無
間
天
氣

一
、
今
朝
飯
後
邦
衛
・
嘉
十
郎
一
同
帰
り
候
事
、

同
十
三
日

晴
、
夕
方
よ
り
雨
天

一
、
田
万
鍛
冶
屋
よ
り
菜
園
差
越
候
事
、

同
十
四
日

半
晴

同
十
五
日

晴
天

一
、
今
朝
水
海
之
茂
八
為
見
廻
来
ル
、
後
付
ノ
喜
左
衛
門
世
倅
治
兵
衛
来
ル
、
の
り

持
参
之
事
、
浦
ノ
七
兵
衛
来
ル
、
の
り
同
断
、
平
嶋
ノ
六
右
衛
門
来
ル
、
酒
肴

持
参
之
事
、
吉
田
冨
十
郎
・
内
田
三
四
郎
来
、
酒
肴
代
壱
封
宛
持
参
之

【
６
９
頁
】

事
、
大
庭
久
左
衛
門
・
石
田
栄
助
来
ル
、
栄
助
酒
壱
樽
預
り
持
参
之
事
、

同
十
六
日

昼
後
雨
天

一
、
今
日
山
本
庄
三
郎
来
ル
、
鯛
一
折
・
酒
弐
升
持
参
之
事
、
夕
飯
後
、
富
十
郎
・

三
四
郎
来
り
、
庄
三
郎
一
同
ニ
酒
給
せ
候
、
津
田
庄
平
・
大
中
屋
恒
左
衛
門

安
江

・

兵
左
衛
門
・
安
江
孫
二
郎
参
り
合
せ
、
い
つ
れ
も
兼
而
懇
意
ニ
付
、
留
メ

候
而
一
同
ニ
酒
給
せ
候
事
、
冨
十
郎
、
三
四
郎
よ
り
此
方
来
り
、
別
ニ
・
鯛
一
・
生
キ
物

有
合
と
〆
差
越
候
事
、

同
十
七
日

四
ツ
時
よ
り
天
氣
快
晴
、
寒
風
也

一
、
三
四
郎
・
庄
三
郎
・
冨
十
郎
三
人
津
田
屋
止
宿
、
今
日
帰

須
之
由
ニ
而
八
ツ
時
過
為
暇
乞
入
来
之
事
、
増
野
文
吉
・

【
７
０
頁
】

慶
応
二
年
丙
寅(1

8
66
)

一
月



- 22 -

角
屋
伊
三
郎
来
ル
、
本
尾
官
治
夜
中
来
候
事
、

同
十
八
日

天
氣

一
、
今
朝
六
ツ
時
官
治
帰
須
佐
之
事
、
大
嶋
よ
り
之
書
状
官
治
持
参
之

事
、
宅
野
よ
り
相
嶋
へ
人
遣
し
其
人
取
帰
り
候
由
之
事
、
八
百
屋
之
治
兵
衛
来
ル
、

砂
糖
一
曲
持
参
之
事
、
大
崎
運
平
妻
来
ル
、
肴
一
籠
・す
し
一
切
・
濁
酒

弐
升
持
参
之
事
、
此
内
田
万
中
村
直
左
衛
門
世
倅
妻
来
ル
、
の
り
持
参
之
事
、

右
妻
実
父
之
方
よ
り
釣
柿
差
越
候
、
右
妻
ハ
近
年
下
女
ニ
遣
候
者
故
其
縁
ニ
而

折
々
ス
サ
江
も
出
候
事
、
内
田
壮
太
郎
為
見
廻
来
り
候
事
、
杉
丁
老
人

弐
人
・
克
己
三
人
来
儀
、
酒
壱
升
・小
鯛
一
籠
被
為
持
候
、
其
外

菜
園
物
等
、
三
谷
丈
七
来
ル
、
酒
壱
樽
持
参
、
大
□
吉
助

谷
カ

【
７
１
頁
】

来
ル
、
小
鯛
一
籠
持
参
之
事
、
無
間
帰
り
候
事
、
夜
中
大
谷

五
郎
兵
衛
方
よ
り
杉
丁
ニ
参
り
候
ニ
付
、
大
鯛
一
枚
差
越
候
事
、

夜
中
波
田
與
市
来
ル
、

同
十
九
日

雨
天

一
、
今
昼
後
杉
丁
を
恒
左
衛
門
方
へ
相
招
き
候
ニ
付
、
此
方
江
も
同

道
ニ
而
参
候
様
申
事
ニ
付
、
一
同
ニ
参
り
緩
々
相
談
し
候
、
軽

き
酒
飯
振
舞
有
之
候
事
、

同
廿
日

一
、
今
日
も
杉
丁
滞
留
之
事
、
薄
暮
よ
り
大
谷
五
郎
兵
衛
酒

場
之
方
江
杉
丁
一
同
ニ
被
呼
候
ニ
付
、
参
り
候
、
色
々
酒
飯
之

馳
走
有
之
候
事
、

【
７
２
頁
】同

廿
一
日

昼
後
雨
天

一
、
今
朝
杉
丁
帰
宿
之
事
、
大
尾
迄
船
ニ
渡
り
直
様
帰
り

候
事
、
宅
野
太
郎
内
来
ル
、
く
ね
ほ
・
菜
園
物
持
参
之
事
、
平
嶋
ノ

初
五
郎
よ
り
肴
一
籠
差
越
候
事
、

同
廿
二
日

雨

一
、
今
日
長
屋
之
友
輔
留
守
よ
り
醤
油
持
せ
差
越
候
事
、
松
井
九
郎
左
衛
門
御
廻
在
ニ
付
、

田
万
出
役
懸
立
寄
り
候
事
、

同
廿
三
日

曇
天

一
、
戸
倉
三
郎
兵
衛
・
竹
田
普
兵
衛
来
ル
、
い
つ
れ
も
砂
糖
一
曲
持
参
之
事
、

杉
丁
よ
り
人
被
差
越
・
醤
油
被
差
越
候
事
、
浦
ノ
重
五
郎
父
子
来
り
候
事
、

今
夜
津
田
屋
庄
平
方
江
被
呼
内
々
参
候
處
、
色
々
取
揃
馳
走
有
之
候
、

恒
左
衛
門
同
道
ニ
波
田
與
市
を
も
呼
候
事
、
海
士
地
吉
兵
衛
妻
為
見
廻

【
７
３
頁
】

夕
方
来
り
候
事
、

同
廿
四
日

天
氣

一
、
宅
野
家
内
、
今
朝
飯
後
帰
り
候
事
、
ス
サ
浦
西
ノ
市
左
衛
門
め
ノ
ハ
持
参
之
事
、

慶
応
二
年
丙
寅(1

8
66
)

一
月
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来
り
候
事
、
栗

山

内
蔵

太
・
松
原
惣
太
郎
・
井
上
亀
槌
来
ル
、
惣
太
郎
宿
よ
り

栗
山
翁
輔
長
男
、
包
達

の
り
差
越
候
事
、

い
つ
れ
も
田
万
よ
り
帰
り
懸
け
由
、

同
廿
五
日

晴
天

一
、
今
日
お
た
か
来
ル
、
長
屋
ノ
権
左
衛
門
妻
・
同
人
娘
来
ル
、
組
ノ
三
右
衛
門
来
ル
、

権
左
衛
門

妻
・
三
右
衛
門
ハ
無
間
帰
り
候
事
、
知
行
所
豊
田
平
左
衛
門
来
ル
、
無
間
帰
り
候
事
、

同
廿
六
日

晴
天

一
、
今
日
野
原
忠
五
郎
妻
・
後
付
ノ
喜
左
衛
門
同
・
野
原
利
助
同
来
ル
、
喜
左
衛
門

、

妻

蚫

壱
寵
、
忠
五
郎
妻
釣
柿
、
利
助
妻
の
り
持
参
之
事

あ
わ
び

【
７
４
頁
】

お
た
か
大
中
屋
江
鳥

渡
参
り
候
處
被
留
、
三
郎
左
衛
門
弐
人
江
参
り
候
様
ニ
と

ち
ょ
っ
と

恒
左
衛
門
直
ニ
来
り
相
招
き
候
付
、
参
り
候
處
、
軽
酒
飯
之
馳
走
有
之
候
事
、

同
廿
七
日

晴
天

一
、
今
目
三
郎
左
衛
門
灸
を
す
へ
候
事
、

同
廿
八
日

晴
天

一
、
今
日
お
た
か
、
花
召
連
帰
り
候
事
、
城
市
種
治
、
昨
夜
此
邊
参
り
候
由
ニ
て

立
寄
り
候
ニ
付
、
今
日
帰
り
候
故
同
道
ニ
而
帰
り
候
ニ
付
、
外
ニ
男
子
之

供
者
付
け
不
申
候
事
、
□
屋
ノ
市
郎
左
衛
門
為
見
廻
来
ル
、
山
鳥
一
羽

学
カ

持
参
之
事
、
夕
方
帰
り
候
事
、
江
崎
農
兵
共
今
日
よ
り
高
嶋

流
稽
古
始
ル
、
喜
部
よ
り
見
合
三
人
被
参
候
由
之
事
、
津
守
復
兵
衛

【
７
５
頁
】

為
見
廻
来
ル
、
菓
子
箱
持
参
之
事
、

同
廿
九
日

晴
天

一
、
須
佐
浦
ノ
金
槌
・
同
ノ
吉
蔵
両
人
来
ル
、
小
鯛
三
宛
持
参
之
事
、
津
守
政
蔵
・

石
橋
六
郎
兵
衛
両
人
来
ル
、
百
疋
祝
義
持
参
之
事
、
山
本
昌
三
郎
方
よ
り
雉
子

差
越
候
事
、

晦
日

天
氣

一
、
大
浦
久
左
衛
門
参
り
め
は
る
持
参
、
囲
碁
仕
り
候
而
帰
り
候
、
薪
も
廻
し

呉
候
、
又
留
守
よ
り
居
へ
風
呂
差
越
候
事
、
今
八
ツ
時
頃
ニ

鈴
尾
駒
之
進
様
爰
元
御
通
行
、
昨
夜
上
小
川
上
野
御
泊
ニ
而

福
原
駒
之
進
、
芳
山

佛
坂
関
門
今
日
御
見
分
、
爰
元
御
昼
、
今
夜
須
佐
御
泊
り
と

申
事
ニ
候
事

【
７
６
頁
】二

月
朔
日

晴
天

一
、
松
原
善
之
丞
来
ル
、
肴
代
百
疋
祝
義
持
参
、
釜
屋
ノ
善
六
来
ル
、

小
鯛
一
折
持
参
之
事
、
廣
槌
来
ル
、
又
十
郎
方
江
書
状
遣
ス
、
宿
迄
送
ル
、

善
之
丞
江
相
頼
候
事
、

同
二
日

昼
後
雨
天

慶
応
二
年
丙
寅(

18
6
6)

一
月

〜
二
月
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一
、
今
日
天
氣
も
宜
敷
ニ
家
内
并
大
中
屋
娘
同
道
ニ
て
為
行
歩
後

之
山
江
内
々
ニ
而
登
り
、
教
専
寺
之
糸
桜
咲
候
ニ
付
、
寺
之
山
上
迄
行

き
詠
メ
候
處
、
寺
人
も
無
之
ニ
付
、
鳥

渡
参
詣
せ
し
め
處
俄
ニ
雨
降
出
し
、

ち
ょ
っ
と

無
拠
表
よ
り
津
田
方
江
立
寄
、
雨
を
除
け
候
内
大
雨
ニ
相
成
、
山
通
り
ハ

風
雨
故
不
被
帰
、
先
方
ニ
も
留
メ
候
ニ
付
、
町
内
白
中
往
来
も、

用
捨
有
之
、
無
是
非
彼
方
ニ
相
滞
り
日
暮
候
ハ
ゞ
帰
宅
之
事

【
７
７
頁
】

津
田
屋
相
滞
り
候
内
中
飯
・
夕
飯
等
真
之
茶
漬
ニ
〆
差
出
、
真
ニ

手
軽
き
取
肴
鉢
ニ
し
た
し
位
ニ
而
杯
ニ
酒
を
も
差
出
候
事
、

同
三
日

晴
天

一
、
岩
本
官
一
郎
来
ル
、
肴
代
壱
封
持
参
之
事
、
橋
詰
長
屋
八
右
衛
門
来
ル
、

貫

一

郎

丹
下
方
よ
り
之
書
状
持
参
、
直
様
彼
之
者
用
事
ニ
付
、
下
田
万
へ
参
り
候
由

之
事
、
高
津
伊
太
郎
来
ル
、
玉
子
持
参
之
事
、

同
四
日

曇
天

同
五
日

雨
天

一
、
昨
夕
方
海
蔵
部
屋
来
ル
、
為
土
産
あ
わ
ひ
壱
籠
差
越
候
事
、
田
村
亀
市
為
見
廻

来
ル
、
樒
柿
一
籠
持
参
之
事
、

大
中
屋
よ
り
初
市
焼
餅
到
来
之
事
、

【
７
８
頁
】同

六
日

晴
天
、
日
入
頃
よ
り
曇
天

一
、
今
朝
飯
後
海
蔵
庵
部
屋
帰
須
佐
之
事
、
供
ハ
両
人
上
下
三
人
也
、
鈴

野
川
庄
屋
増
野
瀧
左
衛
門
為
見
廻
来
ル
、
酒
壱
樽
・
山
鳥
一
羽
・
わ
さ
び

持
参
之
事
、
地
下
打
廻
り
小
左
衛
門
来
ル
、
大
薀
寺
・
西
堂
寺
和
尚
来
ル
、

同
七
日

雨
天

同
八
日

昼
後
天
氣
、
夜
中
又
雨

一
、
三
谷
伊
兵
衛
来
ル
、
さ
ゝ
へ
・
湯
葉
持
参
之
事
、
今
夜
大
谷
五
郎
兵
衛

船
江
内
々
与
市
同
道
ニ
而
参
り
候
、
此
方
家
内
・
大
中
屋
妻
同

道
ニ
而
候
事
、

同
九
日

終
日
雪
少
し
雨
降
り
候
事

【
７
９
頁
】同

十
日

雪
天

同
十
一
日

半
晴
半
雪

一
、
昼
後
竹
内
普
兵
衛
、
鑪

江
用
事
ニ
付
、
参
り
候
由
ニ
而
立
寄
り
候
事

た
た
ら

邦
衛
事
、
岩
國
よ
り
此
内
生
雲
迄
帰
楊
柳
へ
眼
病
見
せ
候
而
帰

宿
之
積
り
ニ
候
處
、
折
節
楊
柳
留
守
ニ
付
、
滞
留
ニ
而
昨
夜
漸

帰
宿
之
段
傳
言
仕
候
、
以
後
之
事
ハ
近
日
書
状
ニ
而
申
越
候

通
り
傳
言
之
事
、

同
十
二
日

晴
天
寒
風

一
、
今
日
梅
田
屋
よ
り
大
里
屋
へ
人
差
越
候
訳
ニ
付
、
宿
よ
り
何
角
傳
言
有
之
、
橋

詰
よ
り
か
せ
頼

越
候
、
右
帰
便
江
大
中
屋
よ
り
頼
之
染
物
宿
迄
差
送
り
候
、
梅
田
屋
よ
り
漬
物
差

須
カ

慶
応
二
年
丙
寅(

18
6
6)

二
月
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越
候
事
、

【
８
０
頁
】同

十
三
日

快
晴

一
、
今
夜
大
谷
五
郎
兵
衛
妹
お
い
ね
来
ル
、
緩
々
談
し
候
而
帰
り
候
事
、

同
十
四
日

昼
後
雨
天

一
、
今
日
大
中
屋
よ
り
被
誘
尋
、
後
よ
り
舟
ニ
て
西
堂
寺
へ
内
々
鳥

渡
参

ち
ょ
っ
と

詣
、
無
間
帰
り
懸
け

鑪

遠
見
之
た
め
彼
之
沖
小
嶋
と
申
所
参
り

た
た
ら

居
候
處
、
折
節
雨
模
様
ニ
相
成
、
兎
角
之
内
雨
次
第
濃
く
無
拠

鑪
木
固
屋
へ
揚
り
雨
除
候
處
、
鑪
世
話
人
弥
三
右
衛
門
と
申
者
、

大
中
屋
兼
而
懇
意
、
此
方
江
も
折
々
参
り
懇
意
之
者
之
ニ
付
、
彼
之

者
見
請
鑪
勘
場
江
参
り
雨
を
止
メ
候
様
ニ
と
達
而
申
事
故
、
雨

具
迚
も
一
向
ニ
用
意
無
之
故
、
勘
場
へ
参
り
居
候
内
大
雨
ニ
相
成
モ

【
８
１
頁
】

不
取
敢
弥
三
右
衛
門
酒
差
出
緩
々
相
談
し
、
夜
ニ
入
少
し
雨
薄
ら
き
候

ニ
付
、
い
つ
れ
も
一
同
船
ニ
而
帰
り
候
、
杉
丁
之
お
ち
せ
留
守
へ
参
り
候

處
、
鑪
江
参
り
趣
承
り
跡
よ
り
夕
方
来
り
候
事
、

同
十
五
日

雨
天

一
、
昨
日
石
田
善
十
郎
妻
・三
谷
丈
七
姉
娘
同
道
ニ
而
来
ル
、
丈
七
娘
砂

糖
一
箱
、
善
十
郎
妻
あ
わ
び
・
菜
園
等
持
参
、
無
間
帰
須
佐

之
事
、
杉
丁
よ
り
菓
子
箱
・
菜
園
物
等
持
せ
参
り
候
、
横
屋
丁

栗
山
・
宅
野
よ
り
菜
園
物
色
々
差
越
候
事
、
下
三
原
之
作
右
衛
門

為
見
廻
来
ル
、
鮒
持
参
之
事
、

同
十
六
日

雨
天

【
８
２
頁
】

一
、
今
日
お
ち
せ
昼
後
帰
須
佐
之
事
、
尤
下
女
壱
人
召
連
り
帰
り

候
様
申
候
へ
と
も
、
子
供
を
下
女
ニ
を
わ
せ
、
雨
天
模
様
ニ
も
候
ヘ
ハ
大
雨
ニ
共

相
成
候
而
者
込
り
可
申
ニ
付
、
海
士
之
利
兵
衛
ニ
鳥

渡
供
仕
呉
申

困

ち
ょ
っ
と

間
敷
哉
と
朝
之
内
直
ニ
相
頼
候
處
、
請
合
候
而
帰
り
前
ニ
乞
合

候
處
、
鳥

渡
田
万
江
参
り
無
間
帰
り
候
由
宿
よ
り
申
候
ニ
付
、
待

ち
ょ
っ
と

合
せ
候
處
、
又
帰
り
候
而
又
田
万
へ
参
り
候
様
申
ニ
付
、
兎
角

之
日
も
立
チ
急
ニ
人
も
無
之
、
お
ち
せ
も
子
供
連
れ
故
下
女

弐
人
ニ
而
ハ
傘
之
持
手
も
無
之
故
ニ
、
無
拠
此
方
之
下
女
梅
を

付
け
可
申
と
申
候
ヘ
ハ
、
壱
人
女
お
ち
せ
も
断
候
へ
と
も
何
角
氣

済
不
仕
ニ
付
、
無
り
ニ
此
方
よ
り
下
女
を
付
ケ
差
か
へ
し
候
事
、

無

理

大
谷
五
郎
兵
衛
酒
場
よ
り
お
ち
せ
参
候
ニ
付
、
軽
き
肴
重
一
組
・
酒
一
樽
相

添
差
越
候
事
、

【
８
３
頁
】同

十
七
日

一
、
今
日
山
根
丁
栗
山
お
ち
せ
為
見
廻
参
り
候
事
、
下
女
梅
も
一
同

ニ
帰
り
候
事
、

慶
応
二
年
丙
寅(

18
6
6)

二
月
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同
十
八
日

天
氣

一
、
今
日
栗
山
お
ち
せ
昼
後
帰
り
候
事
、
宮
内
次
右
衛
門
為
見
廻
来
ル
、
銘
酒
弐
升

持
参
之
事
、
三
谷
丈
七
用
事
ニ
付
、
此
間
乞
相
候
處
、
今
夕
方
来
り
候
ニ
付
、

我
等
居
所
之
儀
其
外
段
々
内
用
申
含
、
邦
衛
・
丹
下
・
又
十
郎
へ
相
談

仕
候
様
ニ
申
付
、
夜
中
な
か
ら
同
心
も
有
之
帰
須
佐
之
事
、

同
十
九
日

天
氣

一
、
く
り
山
お
ち
せ
方
家
内
へ
書
状
差
越
ス
、
大

丹
も
昨
夜
山
口
よ
り

大
田
丹
宮

【
８
４
頁
】

帰
宿
之
由
ニ
候
事
、
横
丁
く
り
山
よ
り
人
差
越
候
、
明
日
嶋

便
舟
有
之
候
ニ
付
、
肴
遣
し
度
候
へ
共
、
須
佐
肴
無
之
妥
元

ニ
而
買
得
之
事
頼
越
候
ニ
付
、
大
中
屋
へ
頼
ミ
平
そ
小
き

分
買
候
ニ
付
、
差
送
り
候
、
代
銀
弐
拾
目
差
越
候
へ
共
、
八
○
銭

弐
拾
目
位
之
由
ニ
而
少
し
過
銭
、
く
り
山
よ
り
差
越
候
人
ニ
持
せ

差
か
へ
し
候
、
又
嶋
江
之
書
状
、
此
方
之
分
弐
通
、
波
田
方
之
分

壱
通
、
恒
左
衛
門
よ
り
壱
通
、
已
上
四
封
一
封
ニ
〆
三
郎
左
衛
門
よ
り

内

蔵

太
方
相
頼
越
候
事
、
大
津
屋
良
右
衛
門
妻
夜
中
ニ

栗
山
内
蔵
太
包
達

入
来
、
焼
餅
壱
重
外
ニ
く
り
煎
物
・
煎
豆
等
持
参
之
事
、

同
廿
日

大
風
雨

【
８
５
頁
】

同
廿
一
日

雨

夕
方
三
谷
丈
七
来
ル
、
留
守
其
外
此
内
申
遣
候
用
向
ニ
付
、
以
後
ニ

申
越
候
而
承
り
相
済
、
丈
七
ハ
夜
中
帰
須
佐
之
事
、

同
廿
二
日

晴
れ
寒
風

一
、
岩
田
市
郎
兵
衛
為
見
廻
紹
孝
寺
旭
洲
同
道
ニ
而
来
ル
、
紹
孝
寺
よ
り

菓
子
箱
被
差
越
候
、
市
郎
兵
衛
金
百
疋
・
菓
子
箱
持
参
之
事
、
昨
夜

よ
り
大
中
屋
方
之
恒
左
衛
門
祖
母
年
忌
ニ
付
、
本
家
ニ
而
法
事
相
営

候
、
各
ハ
後
御
座
敷
ニ
居
候
故
格
別
添
ニ
者
不
相
成
候
、
客
相
済
候
而
此

方
江
乍
失
礼

斎

差
出
度
由
ニ
付
、
於
居
所
相
認
候
、
恒
左
衛
門
并
家
内
度
々

（
注
）

相
拶
仕
候
、
客
引
け
候
而
他
人
居
不
申
節
内
、
仏
へ
香
典
百
疋
上
ケ
候
而

挨

拶

【
注
】
斎
＝
物
忌
み
に
用
い
る
斉
酒
、
に
ご
り
酒
の
こ
と
か
。
斎
濁
（
せ
い
だ
く
）
。

【
８
６
頁
】

焼
香
せ
し
め
候
事
、
宮
内
傳
五
右
衛
門
世
倅
此
邊
参
り
候
由
ニ
而
為
見
廻

来
ル
、
菓
子
箱
壱
持
参
之
事
、
紹
孝
鉄
牛
當
節
西
堂
寺
ニ

居
候
由
ニ
而
為
見
廻
入
来
、
煉
羊
か
ん
持
参
之
事
、

同
廿
三
日

晴
天
、
日
入
頃
よ
り
雨
天

一
、
堀
嘉
十
郎
母
・
孫
来
ル
、
す
し
ニ
煎
赤
漬
持
参
之
事
、
石
田
善
十
郎
来
ル
、
昨
日

旦
那
様
萩
よ
り
御
帰
座
之
由
ニ
候
事
、
今
日
西
堂
寺
和
尚
入
来
、
緩
閑
談
、
今

夜
中
参
詣
候
様
ニ
被
申
候
ニ
付
、
□
田
與
市
同
道
ニ
而
参
り
候
處
、
茶
并
夜
食
共

波

出
候
而

緩
々
相
談
し
帰
り
候
事
、

慶
応
二
年
丙
寅(1

8
66
)

二
月
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同
廿
四
日

雨
天

一
、
健
一
郎
参
り
候
事
、
為
土
産
と
〆
姻
草
二
玉
持
参
之
事
、

【
８
７
頁
】同

廿
五
日

雨
天

一
、
夜
中
坂
井
研
哉
見
廻
候
事
、

同
廿
六
日

天
氣
、
尤
四
ツ
時
よ
り
能
く
晴
れ
候
事

一
、
今
昼
後
健
一
郎
・
堀
勝
三
郎
・
同
祖
母
一
同
ニ
帰
須
佐
之
事
、
後
付
ノ

喜
左
衛
門
田
万
へ
御
用
ニ
付
、
参
り
候
由
ニ
而
鳥

渡
立
寄
り
候
事
、

ち
ょ
っ
と

同
廿
七
日

晴
天

一
、
大
谷
五
郎
兵
衛
ス
サ
罷
出
候
由
ニ
而
立
寄
又
帰
り
候
由
ニ
而
内
輪
無
事
之
左

右

か
れ
こ
れ

聞
せ
ニ
立
寄
り
候
事
、
後
ノ
喜
左
衛
門
須
佐
罷
帰
り
候
由
ニ
而
立
寄
り
候
事
、

同
廿
八
日

終
日
曇
天

一
、
大
谷
五
郎
兵
衛
妻
来
ル
、
全
柳
寺
和
尚
為
見
廻
入
来
、
砂
糖
一
袋

【
８
８
頁
】

持
参
之
事
、

同
廿
九
日

雨
天

一
、
今
朝
大
谷
五
郎
兵
衛
須
佐
罷
出
候
ニ
付
、
用
事
無
之
哉
と
立
寄
り
候
事
、

西
堂
寺
和
尚
夕
方
よ
り
入
来
、
緩
々
閑
話
帰
山
之
事
、

三
月
朔
日

雨
天

同
二
日

晴
天

一
、
石
田
善
十
郎
石
州
江
探
索
と
〆
此
内
罷
越
、
昨
夜
津
田
屋
迄
帰
り
候
由
ニ
而

今
昼
前
入
来
、
石
州
尚
藝
州
邊
之
様
子
承
り
候
事
、
大
中
屋
よ
り
妻
之

身
元
江
此
内
人
遣
し
、
右
之
人
、
昨
夜
罷
帰
り
長
征
之
模
様
、
藝
陽
之
模
様

寺
西
方
よ
り
内
密
申
越
候
由
ニ
而
内
々
書
面
披
見
せ
し
め
候
、
火
急
之
模
様

【
８
９
頁
】

ニ
も
不
相
見
邦
衛
方
江
右
写
し
相
調
、
今
日
差
送
り
候
事
、

同
三
日

晴
天

一
、
吉
野
利
吉
来
、
干
大
根
・
肴
代
持
参
、
無
間
帰
り
候
事
、
大
谷
五
郎
兵
衛

ス
サ
罷
出
候
ニ
付
、
用
事
無
之
哉
と
昨
夜
来
り
候
事
、
小
野
浅
右
衛
門
入
来
、

彼
方
よ
り
今
朝
孟
宗
竹
ノ
子
差
越
候
事
、
大
谷
惣
二
郎
先
達
而
下

せ
ん
だ
っ
て

之
関
罷
越
帰
り
候
由
ニ
而
入
来
、
萩
よ
り
取
帰
り
と
し
て
孟
宗
竹
子
持

参
之
事
、
堀
駒
之
助
母
爰
元
身
元
江
参
り
候
由
ニ
而
為
見
廻
今
夜

来
ル
、
鯛
一
折
二
尾
持
参
之
事
、
横
田
半
治
為
見
廻
夜
中
来
り
候
事
、

同
四
日

晴
天

一
、
大
中
屋
恒
左
衛
門
事
、
今
日
須
佐
罷
出
候
ニ
付
、
留
守
へ
何
角
傳
尚
邦
衛
方
江
之

【
９
０
頁
】

慶
応
二
年
丙
寅(1

8
66
)

二
月
〜
三
月
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書
状
相
頼
候
事
、
番
頭
三
郎
右
衛
門
よ
り
孟
宗
竹
子
到
来
之
事
、
夜
中

仙
道
孫
助
妻
来
ル
、
わ
ら
ひ
・
菜
園
物
持
参
之
事
、

同
五
日

晴
天

一
、
戸
倉
三
郎
兵
衛
妻
来
ル
、
為
土
産
菓
子
箱
持
参
之
事
、
夕
方
孫
助
妻
帰
り
候
事
、

三
郎
兵
衛
妻
同
断
、

同
六
日

晴
天

一
、
吉
田
源
蔵
来
ル
、
石
田
善
十
郎
同
道
、
彼
之
者
六
十
壱
歳
之
祝
之
物
と
〆
、
祝

一
重
ね
、
尚
重
一
組
・
酒
相
添
持
参
、
善
十
郎
、
津
田
屋
庄
平
同
道
ニ
而
来
り
、

右
之
品

取
林
し
、
夜
中
津
田
屋
へ
帰
り
候
事
、

囃

し同
七
日

晴
天

一
、
同
人`

善
十
郎
帰
ス
サ
之
由
ニ
而
今
昼
前
立
寄
り
候
事
、
仁
保
宗
謙
事
、
善
十
郎
へ

傳
言
せ
し
め
候
事
、
恒
左
衛
門
帰
ル
、
留
守
并
親
類
内

聞
せ
候
事
、

左

右

か
れ
こ
れ

玉
屋
長
兵
衛
来
ル
、
肴
持
参
之
事
、

【
９
１
頁
】同

八
日

雨
天

同
九
日

曇
天

一
、
三
郎
左
衛
門
氣
分
相
ニ
付
、
仁
保
宗
謙
相
招
き
来
ル
、
橋
詰
よ
り
為
見
廻
吾
介

妻
差
越
候
、
宗
謙
ハ
即
日
帰
り
候
事
、
吾
介
妻
ハ
無
人
ニ
付
留
置
候
事
、

昼
後
お
た
か
為
見
廻
来
ル
、

同
十
日

晴
天

一
、
海
蔵
庵
お
綾
為
見
廻
来
ル
、

同
十
一
日

昼
後
少
し
雨

一
、
お
綾
・
お
た
か
同
道
ニ
而
帰
り
候
事
、
堀
嘉
十
郎
為
見
廻
来
ル
、
福
場
丹
波
へ

加
持
相
調
貰
候
ニ
付
入
来
、
嘉
十
郎
即
日
帰
ル
、

【
９
２
頁
】同

十
二
日

且
々
天
氣

一
、
橋
詰
姉
様
為
見
廻
御
出
之
事
、

同
十
三
日

同

一
、
御
同
人
昼
後
御
帰
り
候
事
、

同
十
四
日

晴
天

同
十
五
日

同

一
、
浅
村
末
吉
為
見
廻
来
ル
、
此
間
よ
り
三
郎
左
衛
門
少
し
氣
分
相
ニ
付
、
橋
詰
お

石
・
く
り
山
お
ち
せ
為
見
廻
来
ル
、
三
谷
伊
兵
衛

来
ル
、
吾
介
妻
夕
方
差
か
へ
し
候
事
、
お
ち
せ
も
帰
り
候
事
、

同
十
六
日

同

一
、
松
井
亀
之
進
世
倅
直
左
衛
門
為
見
廻
来
ル
、
酒
弐
升
・
玉
子
其
外
野
菜
物

慶
応
二
年
丙
寅(1

8
66
)

三
月
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【
９
３
頁
】

持
参
之
事
、
三
好
屋
ノ
ち
せ
・
長
屋
之
花
来
ル
、
お
い
し
帰
り
候
事
、

昨
日
山
根
丁
く
り
山
よ
り
鯉
到
来
之
事
、
祈
祷
物
も
差
越
候
事
、

石
田
善
十
郎
為
見
廻
来
ル
、

同
十
七
日

同

一
、
藤
井
徳
二
郎
・
三
原
松
岡
五
郎
来
ル
、
三
谷
菊
蔵
妻
来
り
候
事
、

同
十
八
日

同

一
、
打
廻
り
忠
之
丞
御
用
ニ
付
、
此
辺
通
行
之
由
ニ
而
為
見
廻
立
寄
り
候
、
寿
留
す

る

免
持
参
之
事
、
梅
田
屋
之
姥
為
見
廻
来
ル
、
色
々
土
産
持
参
之
事
、
大
谷

め太
兵
衛
家
内
之
者
為
見
廻
来
ル
、
鮑
其
外
色
々
持
参
之
事
、
御
駕
籠

多
七
為
同
断
来
、
小
鯛
一
折
持
参
之
事
、
呉
服
屋
ノ
勝
蔵
よ
り
鰤
壱
為
見
廻
差

越
候
事
、

同
十
九
日

同

【
９
４
頁
】

一
、
安
江
兵
左
衛
門
方
よ
り
小
鯛
一
折
差
越
候
事
、
梅
田
屋
姥
三
谷
伊
兵
衛
帰

須
佐
之
事
、

同
廿
日

雨
天

一
、
今
夜
大
谷
六
郎
左
衛
門
妻
為
見
廻
来
り
候
、
安
江
孫
次
郎
母
為
見
廻
来
り
候
事
、

同
廿
一
日
晴
天

廿
一
日
也
、

紹
孝
寺
隠
居
被
参
候
事
、

先
々
、
御
番
所
岡
惣
右
衛
門
事
、
此
邊
被
参
候
由
ニ
而
為
見
廻
此
方
へ
被
立
寄
候
事
、

一
、
夕
方
杉
丁
老
人
入
来
之
事
、
増
野
文
四
郎
よ
り
鯛
一
折
差
越
候
、
吉
田
元
泊
妻
・

大
賀
勇
雄
妻
来
ル
、
両
人
催
相
ニ
蕎
麦
切
り
持
参
之
事
、
大
津
良
左
衛
門
よ
り

老
人
見
廻
と
〆

蕎
麦
切
り
差
越
候
事
、

同
廿
三
日

同

一
、
杉
老
人
朝
飯
後
尾
浦
迄
被
帰
候
事
、
本
尾
お
ゆ
き
来
ル
、
梅
田
屋

嘉
十
郎
妻
来
ル
、
夕
方
帰
り
候
事
、

同
廿
四
日

晴
天

【
９
５
頁
】

一
、
お
ゆ
き
帰
須
佐
之
事
、
松
村
周
平
為
見
廻
来
ル
、
菓
子
箱
持
参
之
事
、

同
廿
五
日

晴
天

一
、
長
屋
ノ
宇
佐
右
衛
門
来
ル
、
さ
ゝ
へ
為
土
産
持
参
之
事
、
吉
田
宗
一
郎
・
大
谷
仙

さ
ざ
え

槌
・
大
崎

運
平
為
見
廻
来
ル
、
茶
・か
ま
ぼ
こ
宗
一
郎
・
手
塩
十
運
平
・
銘
酒
弐
升
仙
吉
持
槌

参
之
事
、

同
廿
六
日

曇
天
、
夕
方
よ
り
雨
天
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一
、
大
賀
重
右
衛
門
為
見
廻
来
候
事
、
釜
屋
ノ
善
六
よ
り
為
見
廻
小
鯛
折
差
越
候

事
、
夕
方

大
谷
清
記
・松
原
茂
一
郎
来
ル
、
無
間
引
取
候
事
、

同
廿
七
日

雨
天

同
廿
八
日

昼
後
晴
れ

【
９
６
頁
】同

廿
九
日

晴
天

一
、
石
田
善
十
郎
妻
見
廻
と
〆
来
ル
、
大
崎
運
平
娘
萩
江
参
り
候
、
つ
う
此
内
大
崎

方
へ
参
り
候
由
ニ
而
善
十
郎
妻
同
道
ニ
而
来
ル
、
為
見
廻
菓
子
箱
持
参
、
味
付
飯

善
十
郎
妻
持
参
、
夕
方
ニ

つ
う
帰
ス
サ
之
事
、

同
晦
日

晴
天

四
月
朔
日

晴
天
、
七
ツ
過
キ
よ
り
曇
天

一
、
金
吾
為
見
廻
来
ル
、
無
間
引
取
り
候
事
、
堀
駒
之
助
為
見
廻
立
寄
り

酒
壱
徳
持
参
之
事
、
境
研
哉
よ
り
小
鯛
一
籠
到
来
之
事
、

坂
井

同
二
日

雨
天

【
９
７
頁
】同

三
日

晴
天

一
、
石
田
善
十
郎
妻
此
内
来
り
、
壱
両
日
三
郎
左
衛
門
氣
分
相
ニ
付
、
看
病
手
傳
せ
し

め
夫
よ
り
津
田
屋
方
両
日
滞
留
、
今
日
帰
須
佐
之
事
、

同
四
日

晴
天
、
夕
方
よ
り
雨

同
五
日

雨
天
、
昼
前
よ
り
晴
天

一
、
昨
日
石
田
善
十
郎
御
内
用
ニ
付
、
石
州
罷
越
候
由
ニ
立
寄
り
候
事
、
安
江
孫
二
郎

方
よ
り
為
見
廻
肴
一
折
差
越
候
事
、
梅
田
屋
之
姥
、
中
酒
屋
し
な
同
道

ニ
而
来
ル
、
し
な
事
ハ
昨
年
、

相
調
其
禮
心
見
廻
旁
肴
重
一
組
・

鉄
醤
契
約

酒
弐
升
・
す
し
一
切
り
・
濁
し
な
持
参
之
事
、

濁

酒

カ

同
六
日

晴
天

【
９
８
頁
】

一
、
今
昼
後
梅
田
屋
姥
、
し
な
同
道
ニ
而
帰
須
佐
之
事
、
今
日
ハ
於
留

守旦
那
様
御
下
り
有
之
候
由
申
来
り
候
事
、

同
七
日

晴
天

同
八
日

晴
天

一
、
江
崎
病
人
有
之
熊
美
之
方
手
遣
候
處
、
門
弟
之
内
為
代
脉
昨
夜
差
越

能

美

候
由
承
り
、
恒
左
衛
門
方
ニ
も
兼
而
家
内
病
身
ニ
も
有
之
、
去
春
か
熊
美
之

能

美

方
出
、
其
已
来
服
薬
仕
候
而
追
々
気
分
も
宜
、
此
度
門
弟
被
差
越
候
ニ
付
、

見
合
せ
貰
候
趣
、
又
恒
左
衛
門
事
ハ
右
門
弟
懇
意
之
由
旁
ニ
付
、
下
拙
處
も

【
９
９
頁
】
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恒
左
衛
門
よ
り
噂
仕
貰
、
尚
又
此
節
氣
分
相
ニ
付
、
山
本
文
鋒
・
境
研
哉
見
合
懸
り

坂
井

ニ
付
、
文
鋒
よ
り
も
噂
仕
貰
候
而
今
昼
時
研
哉
・文
鋒
同
道
ニ
而
入
来
ニ
付
、

診
察
仕
貰
早
速
帰
萩
之
上
洞
庵
老
へ
合
容
躰
申
入
、
調
薬
相

成
可
申
と
の
事
、
文
鋒
・
研
哉
両
人
共
青
木
熊
美
弟
子
同
様
之
由
ニ
候
事
、

能

美

同
九
日

晴
天
、
夕
方
よ
り
雨

一
、
一
昨
日
石
川
完
蔵
内
々
為
見
廻
来
ル
、
無
間
引
取
り
候
事
、
肴
一
籠
差

越
候
事
、
品
川
玄
佐
此
邊
為
病
用
罷
越
候
由
ニ
而
見
廻
ニ
立
寄
り
候
事
、

同
十
日

朝
よ
り
天
氣
南
風
、
夕
方
雨

同
十
一
日

晴
天
、
夕
方
よ
り
雨
天

一
、
今
日
薪
七
拾
把
尾
浦
大
庭
久
左
衛
門
方
よ
り
廻
し
候
事
、
お
た
か
・
英

治
来
ル

益
田
英
治

【
１
０
０
頁
】

同
十
二
日

朝
飯
後
よ
り
晴
天

同
十
三
日

晴
天

同
十
四
日

朝
飯
後
よ
り
晴
れ

一
、
お
た
か
・英
治
帰
り
候
事
、
久
原
良
三
郎
養
母
爰
元
江
参
り
候
由
ニ
為
見
廻
立

寄
り
候
事
、

砂
糖
一
袋
持
参
之
事
、

同
十
五
日

晴
天

一
、
栗
山
久
之
進
用
事
ニ
付
来
ル
、
丹
下
・
又
十
郎
交
代
之
事
相
聞
へ
候
事
、
其
外
進

退
事

相
聞
へ
候
事
、

同
十
六
日

晴
天

同
十
七
日

半
晴

同
十
八
日

晴
天

【
１
０
１
頁
】

一
、
大
井
周
鷹
寺
江
大
嶋
口
之
書
状
相
頼
候
事
、

栗
山
翁
輔
へ
の
書
状

同
十
九
日

晴
天

同
廿
日

雨
天

同
廿
一
日

晴
天

同
廿
ニ
日

晴
天

一
、
小
野
浅
右
衛
門
方
よ
り
鰻
壱
籠
為
見
廻
到
来
之
事
、

同
廿
三
日

晴
天
、
入
梅

一
、
橋
詰
お
い
し
為
見
廻
来
ル
、
夕
方
帰
り
候
事
、

同
廿
四
日

晴
天

同
廿
五
日

晴
天

【
１
０
２
頁
】

一
、
衣
替
近
々
候
ニ
付
、
何
角
用
事
有
之
、
お
と
ね
事
、
今
暮
時
よ
り
鳥

渡
宿

ち
ょ
っ
と

元
帰
り
候
、
大
谷
忠
太
郎
連
れ
行
き
呉
候
事
、
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同
廿
六
日

晴
天

一
、
忠
太
郎
帰
ル
、
長
屋
之
民
助
・
お
と
ね
留
守
番
心
ニ
来
ル
、

同
廿
七
日

一
、
民
助
事
、
今
日
差
返
し
候
事
、
今
夜
中
迄
ニ
者
お
と
ね
帰
り
候
ニ
付
、
暮
過

お
と
ね
帰
り
候
事
、
今
日
仁
保
宗
謙
来
り
候
事
、
一
昨
日

ス
サ
御
殿
江
上
使
有
之
候
由
、
御
軍
令
書
御
持
参
と
か
申
事

以
後
之
事
ハ
不
相
分
候
事
、
お
と
ね
帰
り
候
、
治
郎
吉
供
ニ
而
候
事
、

同
廿
八
日

晴
天

【
１
０
３
頁
】

同
廿
九
日

晴
天

五
月
朔
日

日
入
頃
雨

一
、
今
日
御
内
輪
御
人
数
御
手
當
と
〆
大
砲
隊
小
隊
下
田
万
へ
出
張

被
仰
付
候
、
尤
御
本
隊
か
其
儀
爰
元
ニ
而
不
相
分
候
事
、
み
し
ま
や
惣

吉
近
来
爰
元
ニ
居
折
々
須
佐
へ
之
用
向
相
頼
候
ニ
付
、
此
方
参
り
候
、
鰻

一
籠
為
見
廻
差
越
候
ニ
付
、
受
用
せ
し
め
候
事
、

同
二
日

雨
天

同
三
日

同
、
夕
方
晴

一
、
教
専
寺
住
持
来
ル
、
為
見
廻
砂
糖
一
曲
持
参
之
事
、

同
四
日

晴
天

【
１
０
４
頁
】

一
、
宿
よ
り
端
午
ニ
付
、
笹
巻
・
柏
餅
等
長
屋
之
友
助
へ
持
せ
差
越
候
事
、

同
五
日

晴
天

同
六
日

同
断

同
七
日

曇
天

一
、
長
屋
之
か
ね
・
き
せ
為
見
廻
来
ル
、
無
間
帰
り
候
事
、

同
八
日

晴
天
、
昼
後
雨

一
、
今
日
み
し
ま
や
惣
吉
須
佐
参
り
候
由
ニ
付
、
お
と
ね
状
杉
丁
江
分
相
頼
候
事
、

竹
内
普
兵
衛

妻
地
蔵
参
詣
仕
候
由
ニ
而
鳥

渡
入
来
、
直
ニ
帰
り
候
事
、

ち
ょ
っ
と

同
九
日

雨
天

一
、
宿
よ
り
何
角
用
事
ニ
付
、
宇
佐
右
衛
門
差
越
、
昼
後
帰
り
候
事
、

【
１
０
５
頁
】

同
十
日

夜
中
よ
り
雨

同
十
一
日

前
夜
よ
り
大
雨
、
終
日
雨

同
十
二
日

前
夜
よ
り
引
績
大
雨

同
十
三
日

昼
夜
雨

同
十
四
日

同
断

同
十
五
日

雨

同
十
六
日
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同
十
七
日

晴
天

一
、
今
日
帰
宅
之
御
沙
汰
相
来
候
由
邦
衛
方
よ
り
内
々
申
越
候
事
、
杉
丁

老
人
為
見
廻
被
参
無
間
引
取
相
成
候
事

【
１
０
６
頁
】

同
十
八
日

晴
天

一
、
帰
宅
御
免
相
成
候
ニ
付
、
昨
日
須
佐
之
方
長
屋
之
者
両
人
、
尚
荷
物
渋
キ.

什

器

道
具
・
皮
籠
等
申
遣
、
今
朝
よ
り
仕
廻
仕
、
大
中
屋
よ
り
も
人
差
越
呉
、
尚
又

兼
而
懇
意
ニ
参
り
候
江
崎
人
共
も
参
り
、
昼
後
迄
ニ
陸
荷
・舟
便
等
迄
仕

相
済
候
、
江
崎
ニ
而
大
中
屋
家
内
・
安
江
兵
左
衛
門
・
同
孫
治
・
津
田
屋
庄
平

父
子
・
宮
内
五
郎
左
衛
門
父
子
引
越
已
来
せ
話
ニ
相
成
候
ニ
付
、
為
暇
乞
相
招
き

世

話

酒
差
出
候
、

其
外
大
中
屋
番
頭
・
室
屋
三
郎
右
衛
門
手
代
半
五
郎
江
ハ
酒
呑
せ
、
三
郎
右
衛
門
江
烟
草

三
玉
、
半
五
郎
ハ
銀
札
五
匁
包
ニ
而
遣
し
候
、
其
外
手
傳
と
〆
勝
手
へ
参
り
候
者
へ
も

酒
差
出
、
終
日
居
候
者
ヘ
ハ
時
々
仕
廻
を
も
仕
ら
せ
候
事
、

付
り

大
中
屋
へ
子
供
中
江
と
〆
當
座
置
土
産
心
ニ
菓
子
箱
壱
、
お
つ
ね
へ
紅

【
１
０
７
頁
】

乗
ひ
ん
付
、
三
角
お
や
す
へ
同
断
、
下
女
へ
札
銀
弐
匁
遣
し
候
事
、

皆
大
中
屋
之
者
也
、
津
田
庄
平
方
へ
菓
子
箱
、
大
墨
屋
五
郎
兵
衛

世
倅
雄
平
江
氣
遣
候
事
、
五
郎
兵
衛
江
崎
世
並
屋
酒
場
當
時

買
受
、
甥
ノ
忠
太
郎
と
申
者
罷
出
酒
造
仕
候
而
毎
時
ノ
世
話
ニ
相
成
候
ニ
付
、

忠
太
郎
を
も
一
同
ニ
相
招
き
、
前
ニ
相
見
へ
候
処
、
酒
呑
せ
可
申
と
存
候
處
、

波
田
与
市
も
今
日
帰
宿
ニ
付
、
世
並
屋
も
取
込
候
由
ニ
而
相

断
候
事
、

一
、
夜
ニ
入

出
立
ニ
而
九
ツ
時
宿
元
帰
着
之
事
、

付
り

與
市
同
道
ニ
而
帰
り
候
事
、

付

江
崎
ニ
而
大
中
屋
家
内
を
始

懇
意
家
見
送
り
仕
候
事
、

【
完
】
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慶応元年10月～慶応弐年５月
日　時 人　物 内容・出来事 飲食物等

 田村利作（三原村庄屋）
市蔵
惣十郎
三郎左術門致和（本人） 清水益田、気分相、譴責：領外居住
大谷六郎左衛門 懇意家、倍宅依頼
大谷官－郎
三谷丈七
杉丁老人
田村恒左衛門（大中屋） 清水益田家と懇意、益田家出入
石田善十郎
津田庄平 善十郎弟、清水益田家出入、益田家出入
津田忠左衛門 庄平養父
栗山翁輔 田村恒左衛門の縁家、譴責：遠嶋・

年行司加判、育英館惣督役
波田與市 御用人、役目附兼役、譴責：領外住居
多祢順左衛門 〝
宅野太郎 譴責：遠嶋
多祢卯市 御供頭勤役（藷生）、譴責：遠嶋
仲井半四郎 〝
山崎十郎左衛門

 三郎左術門壱弐人　
下女壱人
中間壱人
吉田富十郎 浦庄屋、運賃船雇立
長屋の者三人
野原利助
三谷菊蔵
石田善十郎 荷物置所の相談
野原利助 荷物一件に付き何かと世話になる 酒弐升
野原忠五郎

10/25 三郎左帝門・同家内 気分相、駕籠（家内歩行）で江崎へ引越、八ツ時頃着
大庭久左衛門
丹下井家内
栗山半左衛門内・同娘 見送り、長犠の者は水海まで
本尾官治・同内 宇佐右衛門・友助（長屋の者）尾浦まで 酒飯
翁輔娘・堀嘉十郎家内
石田普十郎妻
三谷丈七・大賀吉助
長屋の者
石田善十郎 前日より待ち受けのため江崎滞留

八ツ時久左衛門宅着、綬々休息 酒飯
津田庄平 石田善十郎方の船で尾浦迄迎え、綬々談話 酒盃

大中屋部屋の上の方着船、大中屋本家着
大中屋馳走により酒宴

恒左衛門・庄平･善十郎 酒、夜食
栗山半左衛門娘おぬい 三郎左衛門内心添いとして召し連れ
豊田平左衛門中間弥吉  町百姓勘六世倅、召し連れ
下女梅 江崎住人伊兵衛娘、三谷菊蔵妻の姪、近年より奉公、

召し連れ
10/26 座敷廻り見分、諸道具・衣類等納める

用のない物を須佐へ返す
津田庄平･同世倅 一同座敷で酒宴 酒肴数々
恒左衛門・同娘･同世倅

 忠左衛門
善十郎
宮内五郎左衛門 朝見廻りに来る、益田家出人

10/27 宮内五郎左新円方より見過の晶が届く 肴一折
10/28 恒左衛門・同娘 夕方居間こ招き酒宴 肴四種、酒

庄平
吾郎左衛門世倅丈平　ノ   

付録（日裁登番人物等）

酒

慶応元
年
10月

用向き使いを依頼
江津より須佐へ

江崎行きに付き家内召し連れを許される

 荷物積みのため江崎へ、八ツ時頃婦須 酒飯

1



日　時 人　物 内容・出来事 飲食物等
 廣槌 江崎住、見廻に来て料理をする  
 安江兵左衛門・同孫三郎 見廻に来る（御館入家のため表向きに）  
10/29 恒左衛門方番頭・郎右衛門相対  

同手代半五郎
10/30 大庭久左衛門世倅伊三郎 見廻に来る 餅重一組
 海上地（蟶潟）の利兵衛 立ち寄る、内輪より頼みの品持ち参る 菜園物数々

鑪八十右衛門 見廻に来る
大谷六郎左衛門
人谷官ー郎弟惣太郎
大谷五郎兵衛 
大谷忠太郎 届け 肴重一組、酒

 堀野唯四郎 見廻に来る 
堀野徳十郎 届け

 竹出普兵衛妻 夜中見舞いに束る  
有福吉五郎母子 見廻に訪れる。田万仙道方止宿 肴重一組、酒
須佐浦の市左衛門世倅金槌 肴
恒左衛門 日々朝夕放れる、

 庄平・安江 時折見舞に訪れる
中村屋沖蔵 恒左衛門方出人
大工の三吉 恒左衛門方出人

11/１ おぬい 昨日須佐へ帰す  
11/４ 丹下 ミニエー銀紙人について来者、田万六郎左術門方止宿 

恒左衛門 酒宴 酒肴
11/５ 丹下 同に金策協議、暮丹下帰須、丹下帰須後後孫三郎招き

五郎兵衛 酒宴
恒左衛門 恒左衛門より参百両須佐へ、揃い次第飛脚をもって 
庄平 三百両丹下方へ
お隆・長屋の民助 民助召し連れ見廻に訪れる、尾浦から船、止宿
安江孫三郎 届け
伊藤清九郎

11/６  

堀喜十郎母 見廻に訪れる 肴、野菜、餅
松原惣太郎 見廻に訪れる、止宿、持参品で酒宴談話 肴重一組。酒 

11/７ 惣太郎 朝帰須
又十郎

 恒左輔門 
三谷菊蔵父子 見廻に訪れる、親類方止宿 酒壱徳

11/８ 梅田屋姥 須佐より帰る
三谷菊蔵父子 梅田屋姥と帰須
伊兵衛 下女梅父見廻に訪れる 菜園等

 田中の治郎吉 見廻に訪れる 吊るし柿少
小室屋金治 見廻に訪れる、大谷治兵衛弟、小室屋養子 吊るし柿少

恒左衛門本宅荒図入手
11/10 大庭久左衛門 見廻に訪れる、追薪買い入れを依頼

飯料返済に付き協議
 大谷惣太郎
 
11/12  高正院一周忌の法事、遥拝  
11/13 見廻に訪れる 鮑、さざえ
 風気
11/14 大谷五郎兵術 届け

須佐釜屋善六 見舞に訪れる 
山本勝蔵 薄暮頃見舞に訪れる 
おとね  

御壱所親亀左衛門 見廻に訪れる
恒左衛門 

栗山おたき 見廻に訪れる

入来緩談話に　一杯出したところ津田忠左衛門・同庄平も来た
り小宴

翁輔渡海につき暇乞いのため中開弥吉召し連れ暁七 ツ時須佐
へ出立、暮に須佐より帰り留守親類内無事の報告

あんころ餅重一
組

見廻に来る

11/15
式日

酒

恒左衛門叔父、安江兵左衛門祖父安左衛門二男、萩唐樋の伊
藤へ遠組後離縁、見廻に訪れ　席にて酒宴

手代半五郎・お隆・長屋の
民助

お降帰須、、半九郎と民助へ四百両持たせ丹下方へ、 残り参
百両は揃い次第

須佐浦の重郎・母・子・孫
恒左衛門

どじょう 　　　鯛
一折、酒樽 　鯛
一折

早朝来着、金策の件は須佐裏判受け入れず返却となり り又十
郎をもって断る、庄平、五郎兵衛を呼び寄せ緩々汲拝く杓交）わ

酒肴 

昼後萩より帰り見廻に訪れる、鵜狩猟に沖へ出、薄暮頃一羽持
ち帰り調理し、酒宴のところ急用のため田万へ帰る

蒲鉾
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日　時 人　物 内容・出来事 飲食物等
須佐町の勘蔵娘さめ 見廻に訪れる 菜園物色々
津田屋部屋 届け ふかの皮
津田屋本家 届け 鯨赤身

11/16 紹考孝和粥 昼後見廻に訪れ蕎麦をうち唐茶で緩々閑話、西堂寺止宿

大谷惣太郎 須佐へ用事こつき立ち寄る
弥吉 須佐へ帰す、日数20日で銀30目（日別八〇銭壱匁五分宛）を克払い
恒左衛門 昼前入来緩々閑話

11/17 紹考孝和粥 暇乞いのため人来談話、昼前後おたき・さめ召し通れ帰須佐
11/18 釜屋傳六 届け 白炭壱俵
11/19 大賀吉輔 見舞に訪れ緩々閑話、帰須佐 砂糖一袋

堀嘉十郎 見舞に訪れる、津田庄三郎方に用事あり、夜遅いため止宿
11/20 堀嘉十郎 朝帰須佐

竹内普兵術 鑪に用事こつきちょっと見廻に立ち寄り、直ぐ鑪へ

須佐安吉 用事が済み帰る、た万の親類にちょっと寄る
須佐仕立屋義兵衛 立ち寄る 酒一徳
大谷惣太郎 届け 鰻調理の分
有福吉五郎 届け 大根
有福吉五郎百姓 持参 くねんぼ七ツ

11/21

福場但馬 下田万神官、見廻に訪れる 菓子一曲
11/22

安江孫二郎 先の挨拶の礼として入来

□山左衛門 用事のためこの辺り通路に付き見廻に立ち寄る

大中屋 こぶ餅一重

11/23 田万ニん屋 届け 菜園物色々

恒左衛門 裾分けとして届け 鳴調理の分
波田與市 引越の由手紙を以て見廻労申し越す

11/24 山根藤之助母 見舞に訪れ緩々談話、八ツ時帰る 酒一徳、鮑壱籠
近藤宗兵衛 嘉市を連れて入来
米倉嘉平 見廻に訪れる、杉丁知行所 大根
金崎屋利兵衛 夜中入来。明日帰須するが用事はないかとのこと
大中屋 届け 餅少し

11/25 太津良左兵衛妻 入来、下田万こん屋 餅、１１取
波田與市 夜中人来、緩々談話

11/26 下田万こん屋 届け 焼付木
大谷五郎兵衛妻 入来 あんころ、白餅

二重
竹内普兵衛妻 見廻に訪れ緩々談話、夜中帰る、鑓へ用事のため船で行く

長屋の佐助 止宿、翌日帰須
11/27 大谷忠太郎 昨日御霊社遷宮、大隊催し田万より農兵須佐へ立ち寄る

林半七 山口へ帰る
11/28 大谷久七 見廻に訪れ閑話 菓子箱

津田屋庄平 届け 兎・雉調推の分
須佐浦の金槌 五ツ時見舞に訪れる 小網一籠
恒左衛門
安江兵左衛門 須佐裏判所へ呼び出し、恒左衛門へ宿への書状を頼む
同孫二郎
大谷六郎左衛門 夜中入来閑話
大谷忠太郎 届け 餅二重

11/29 波田輿市 朝入来、緩々閑話
恒左衛門 須佐より帰る、夜中入来、緩々閑話
大谷官－郎 夕方入来、土産 蒲鉾五枚
海蔵庵 田万湊の伊八妻が須佐よりの帰使に持ち寄る ごもく飯二重

卓、漬物桶少々
の物、

知行米の内10依をド田万で用意していいかの伺いに裏判座より
許吋が出る、大中屋へ１０俵を渡し取替え米を差引き残りは
追々渡すことを申し合わせる

饅頭三重、１１
取

下田万より飯料米１0依の内5俵を出す、平五郎受け収りに田万
ヘ赴くよう依頼

蕎麦粉、酒壱
菰、菜園物色々
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日　時 人　物 内容・出来事 飲食物等
11/30 野原忠五郎 見廻に訪れる 兎一羽

野村勘四郎 蒟蒻、酒一升
三谷丈七 入来

本尾官治 内々見廻のため．立ち寄る
俣賀昌左衛門 御上江津へ行歩
大谷六郎左衛門 妙義寺歎願下書披見

12/１ 野原利介 見廻こ訪れる。丈ヒ同道して昼前に帰る 肴一籠
人谷惣太郎 夜中入来
紹孝寺旭洲 入来 かぶ、蒟蒻

12/２ 健一郎 弥吉供に入来 とねぽう、かさめ
上酒

弥吉 旭洲と帰須 小鯛二、焼餅
梅田家 届け 漬物大根

12/３ 健一郎 滞留
大谷惣太郎 昼前鵜打ちに出かけ浪高く鵜無し
福場丹波 届け 雉一羽
安江藤兵衛 見廻に訪れる
角屋の花・安吉 見廻に訪れる 蒟蒻

12/４ 大谷惣太郎 持参 鵜一羽
12/５ 健一郎 昼後、安吉・i同人母と同こ婦須、惣太郎狩猟の鵜を持ち締る

大谷惣太郎 夜中入来
介左衛門 見廻に訪れる 鮑三、唐いも
波田輿市 夜中入来、緩々閑話

12/6 廣槌 江崎人、写本させる
長屋の卯佐衛門 本来、留守よりの書状等持参 堅炭少し

12/７ おたか 金ぎんじ一曲、
石田善十郎妻 鮑二
長屋の豊治
大崎屋

おとね・下女梅
恒左衛門
上酒場 届け 漬物色々

12/８ 大谷六郎左衛門 届け

恒左衛門 昼時頃、栗山翁輔見送りを済ませ帰宿
おとね 暮時頃、帰宿
波田輿市・恒左衛門 入来

12/９ 廣槌 写本残りを戴く
須佐で大隊あり

石川七左衛門 野頭村畔頭、見廻に訪れる 小鯛一籠催相
石橋六郎兵衛 高山村畔頭、見廻に訪れる

12/10 内田権左衛門･同人娘喜勢入来 小鯛二
恒左衛門内 初めて入来、相対

恒左衛門と一瓢携え裏山jを廻り見る
野頭村の田村利兵衛 栗山平左衛門内おとみ召し連れ見廻こ訪れる 鮑一籠

安江兵左衛門 届け
大庭左衛門 入来、四境の役に際して万一の時の心遣いを依頼 たばこ等

12/11 栗山半左鞠門・同久蔵 昼頃見廻に訪れる、夕方帰宿、久蔵は滞留
浦庄屋吉田富士郎妻 津田屋方へ行き、後入来、少し談じ帰須、届け 式肴一折
波田輿市・大谷五郎兵衛 小重

12/12 大谷惣太郎 生雲より昨夜帰り昼後人来、生雲の様子を聞く 小鴨一羽
蟶潟の増野文吉 見廻に訪れる、直ぐ様田万へ 蕎麦切四、重物

12/13 増野文吉 田万より帰りがけ立ち寄る、久之進同道
組の善槌 見廻こ訪れる

下女梅身元 届け おばあ一
波田輿市 夜中入来
品川繁吾 針立ての序でに見廻に訪れる

一同見廻に訪れる

堅炭一俵、大根
等

栗山翁輔渡海の様子に付き、おとねは下女梅を連れ須佐へ、
少し遅れて恒左衛門も

銘酒一升、こう
せん

鮑二、こうせん
一袋 砂糖小曲

蒲鉾五、漬物
色々

肴重一組、あん
ニろ

夜入来、五郎兵衛の心遣いで段々馳走になる、後に聞くと輿市
の心遣い、九ツ前帰る
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日　時 人　物 内容・出来事 飲食物等
12/14 豊田平左街門父子 見廻に訪れる 兎一羽

平田七右衛門
組の善槌 帰須
戸倉三郎兵衛 六十一歳の祝いの物、届け 鯛折、酒一徳

此の方よりも祝いとLて肴代一封届ける 小祝一重
12/15 安江藤右衛門 庄屋、届け 鯛一折

昼後、恒左衛門居所へ初めて見舞いに訪れる
品川繁吾 帰須
大谷官一郎 須佐へ行くので立ち寄る、丹下への書状を依頼
津田庄平 夜中年忘れとして緩々相談、廣槌召し連れ 酒肴
恒左衛門 番頭三郎i右街門を呼ぷ 白魚初物少々

12/16 弥三右衛門 鑪より親等、届け 堅炭一俵、炭消
肴類

12/17 晴久郎 届け 小菓子箱
安江藤右衛門父藤兵衛 見廻こ訪れる、八十二歳堅固こも耳は遠い

12/18 金吾 見廻こ訪れる、昼後帰宿 酒一徳切封
長屋の友助 須佐より来る 餅其の外

節分につき恒左衛門方より鬼打豆・だら錺を貰う
12/19 吉野利吉 見舞に訪れる、歳暮 こんぷ

石田善十郎 昼後入来、大崎運平妻よりの歳暮持参 砂糖一曲
津田屋庄平・石田善十郎 夜中入来、緩々閑話 軽き酒肴

12/20 堀助四郎 見舞に訪れる 玉子七
丹下父子 夕方見廻に訪れる
地下打廻り小左衛門 入来 酒一徳

12/21 丹下父子
石田善十郎
大庭久左衛門 届け 薪少、ずり一羽

12/22 堀嘉十郎母 入来
福田屋多吉
梅田屋 届け

岡部次郎兵衛 見廻に訪れる、時勢あれこれ緩々閑話にて聞く 酒一徳
12/23 大谷忠太郎 入来、因州辺りから石州辺りの時勢緩々聞く

大賀宇吉
上杉園右衛門 兎一羽
安吉 須佐より来る 塩物、醤油等

大忠屋餅鴇に呼ばれる
12/24 境研哉 招いて診察を受け風邪薬を貰う

大薀寺確翁 入来 金米糖－曲
梅田屋 届け 大根、漬物等
大谷岩尾 入来

12/25 おいし 伊兵衛召し連れ入来、土産 茶、干大根
太田丹宮姉娘 丹宮より届け 初郭公茶一袋
治郎吉 入来、夕方帰須佐
小五郎
宅野駒之介
大谷丈右衛門 入来

12/26 大谷丈右衛門 須佐に帰りがけ入来
大谷忠太郎

12/27 長屋の嘉七 入来、橋詰より届け 須佐焼鉢一蕪、
梅田屋 届け 赤漬大根
蕎麦屋多吉 届け 大根、蓮根
大谷五郎兵衛

大谷六郎左衛門 たき本所望に嘉七を遣いに出す
12/28 嘉七 帰須佐

中村屋伸蔵 歳暮届け 人参、吊し柿
大草祐純母 見廻に訪れる、 吊し柿、小鳥
大庭久左衛門 歳暮届け のり
仙道孫介 届け 銘酒二升
海士他の彦兵衛 届け 干鰯

夜、恒左衛門・庄三郎を招き年忘れ、番頭三郎右衛門・廣槌も
呼ぶ、嘉市来る、届け

川獺少々、北国
の漬物大根沢

一同に帰須

蕎麦切二重、菜
園物色々
小鯛唐ずし一
重たわらこ一重

見廻こ訪れる
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日　時 人　物 内容・出来事 飲食物等
釜屋傳六 届け 酒一徳
田万こん屋 届け 人参、くねほ、

大根等
仕立屋の儀兵衛 石州より帰りがけ立ち寄る
海土地の利兵衛 下田万に行きがけ立ち寄る

12/29 本尾官治 見廻に人をよこす、 海苔、牛蒡、
おとねへびん付、襟地．届ける 人参

津田尾庄平 歳暮届け 若水桶、数の子
中汲酒－升、橙

津田尾部屋忠左衛門 歳暮届け のり
山根屋清太郎 届け 葛一袋、蕎麦切り
岩見屋五郎右衛門 歳暮届け 鰑
ひで 持参 蕎麦切り一重
恒左衛門 歳暮届け 小鯛、橙一籠

挽茶、巻鰑等
恒左衛門

恒左衝門家内 祝詞のため入来 蛤一簀
長屋の民助 入来、留守より届け
長屋の宇佐右衛門 入来
浦の七兵衛 届け 鯛一折
三谷菊蔵 入来

夕方恒左衝門卓方へ呼ばれる、後弁天杜へ忍びで参詣 肴四・五種、酒、
切りすし、吸物

石橋善之助 届け 白酒－徳
西堂寺へ参詣

内田和平・友助・ 年始のため入来
嘉七・佐助
大浦儀平 入来
安江兵左衛門・同孫治郎 年礼のため入来、兵左衛門・孫治・清九郎l・庄平龜出し初め、
伊藤晴九郎・津田庄平 良左衛門・利兵衛・市松勝手で洒を出す
中村屋市松・田万こん屋
大津屋良左衛門
海士地の利兵衛
大谷岩尾内 夜中見廻のため入来、届け（輿市母） のり一包
境研哉 招き刺胳する
大谷惣太郎 入来
仁保宗謙 病用のため参りちょっと立ち寄る
紹孝寺旭洲 入来
大谷官一郎 届け 酒三升
大谷六郎左衛門 届け 牛蒡、黒豆
平島の茂三郎 入来、留守より薪を頼まれ積み来る、舸子の者に酒を出す 肴一折

鈴川屋喜兵衛 入来 肴一籠、人根
番頭三郎右衛I門 届け めばる一籠
横屋丁栗山 遣いをよこす、届け のり少し
大谷五朗兵衛抱えの上酒屋届け 葱、握りずし一重
吉田源蔵夫婦 入来 鰤一本、飽
田村利作 見廻に訪れる みりん酒一徳
恒左衛門家内 招き洒飯を出す、番頭三郎右衛門も招く
堀野唯四郎 夜入束、囲碁

邦衛 入来、夜中輿市・津田屋方へ見廻
堀嘉十郎 入来

恒左衛門方ヘ家内も呼ばれる
邦衛 恒左衛門方へ呼ばれる、肴代一封持参 銀八匁
堀嘉十郎 恒左衛門方へ呼ばれる

津田庄三郎より邦衛へ銘酒二升届く
邦衛・堀嘉十郎 朝飯後、帰須佐

慶応元
年元旦
晴

祝詞のため入来、数の子で酒だし初め、番頭・千代追々入来

１/２
晴
１/３
晴

１／４
晴
１/５
晴

１/６
雨

夜家内一同で興市方へ、見廻行く、取肴吸物にて酒、香の物に
て茶漬が出る

１/７
晴

１/８
雨
１/９
曇
１/10
晴･雨
１/11
雨

１/12
雨･晴
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日　時 人　物 内容・出来事 飲食物等
田万鍛冶屋 届け 菜園

水海の茂八 見廻に訪れる
後付の彦左衛門世倅治兵術入来 のり
浦の七兵術 入来 のり
平鳴の六右衛門 入来 酒肴
吉田富十郎・内田・三四郎 入来 酒肴代一封宛
大庭久左衛門・石田栄助 入来、石田預かり 洒一樽
山本庄三郎 入来 鯛一折、酒二升
吉田富十郎・内田三四郎 夕飯後人来、届け

津田庄平 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一同に酒宴
大中屋恒左衛門 夕飯後参りあわせ入来
安江兵左衛門
安江孫二郎
三四郎・庄三郎・富十郎 梅田屋止宿、八ツ時人来、帰須佐
増野文吉・角屋伊三郎 入来
本尾官治 夜中入来、大嶋より書状持参
本尾官治 朝六ツ時婦須佐
八百屋の治兵術 入来 砂糖一曲
大崎運平妻 人束

田万中村直左衛門世倅妻 入来、妻実父より吊し柿届く のり
内田壮太郎 見廻に訪れる．
杉丁老人弐人・克己 入来、夜中大谷五郎兵衛より杉丁に人鯛が届く

三谷丈七 入来 酒一樽
大谷吉助 入来 小鯛一籠
波田輿市 夜中入来
恒左衛門 杉丁招かれ同道する、緩々相談、軽き洒飯の振る舞あり

杉丁 滞留、薄暮より大谷五郎兵衛酒場へ一同に呼ぼれる、
色々酒飯の馳走

杉丁 朝帰須佐、大尾まで船
宅野太郎内 入来 くねほ、菜園物
平嶋の初五郎 届け 肴一籠
長屋の友輔 留守より醤油を持たせ来る 醤油
松井九郎左衛門 田万出役に立ち寄る
戸倉三郎兵衛・竹田普兵衛入来 砂糖一曲宛

杉丁より醤油を持たせ来る 醤油
浦の重五郎父子 入来

夜津田屋庄平に呼ばれる、色々馳走、恒左衛門・輿市同席
海上地の吉兵衛妻 タ方見廻に訪れる
宅野家内 朝飯後、帰須佐
須佐浦酉の市左衛門 入来 めのは（ワカメ）
栗山内蔵太
松原惣太郎 入来、宿より届け のり
井上亀槌
おたか 入来
長屋の権左衛門妻・i司人娘入来
組の三右観門 入来
知行所豊田平左衛門 入来
野原忠五郎妻 吊し柿
後付の喜左衛門妻 入来 飽一龍
野原利助妻 のり
おたか 大中屋へ行く
恒左衛門 直に三郎左衛門婦人を招きに来る

恒左衛門方にて軽い酒飯の馳走あり
灸をすえる

１/25
晴

１/26
晴

１/27
晴

１/21
雨

１/22
雨
１/23
曇

１/24
天気

肴一籠、すL一切
濁酒二升

酒一升、小鯛一
籠、菜園物等

１/19
雨
1/20

１/16
雨 茶、鯛一、生キ

物

１/17
晴・風

１/18
天気

１/15
晴

１/13
晴・雨
１/14
半晴
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日　時 人　物 内容・出来事 飲食物等
おたか 花召し連れ帰須佐、城市種治同道
ロロ屋の市郎左衛門 見廻に訪れる 山鳥一羽

江崎農兵高嶋流稽古Jを始める
古部より三人参られるとのこと

津守復兵衛 見廻に訪れる 菓子箱
須佐浦の金槌・同の吉蔵 入来 小鯛三宛
津守政蔵・石橋六郎兵衛 入来 百疋祝儀
山本昌三郎 届け 雉子
大浦の九左衛門 入来、囲碁、薪を廻してくれる めばる

留守より居へ風呂が届く
鈴尾駒之進

松原善之丞 入来、又十郎への書状を依頼 肴代百疋祝儀
釜屋の善六 入来 小鯛一折
廣槌 入来

岩本官－郎 入来 肴代一封
橋詰長屋の八右衛門 入来、丹下の書状持参
高津伊太郎 入来 玉子
海蔵庵部屋 夕方入来、土産 飽一龍

田村亀市 見廻に訪れる 柿ー籠
大中屋 届け 初市検餅
海蔵庵部屋 朝飯後帰須佐、供は二人
増野瀧左衛門 鈴野川庄屋、見廻こ訊れる

地下打廻りの小左衛門 入来
大薀寺・西堂寺和尚 入来

三谷伊兵衛 入来 さざえ、湯葉
大谷五郎兵衛船へ輿市・同家内・大中屋妻同道して行く

竹内普兵衛 鑪へ用事につき立ち寄る

かせ 橋詰より来る、帰る時に大中屋より頼みの染物を須佐まで送る
梅田屋 届け 漬物
大谷五郎兵衛妹おいね 夜入来、緩々談話

鑪世話人弥三石衛門 懇意の者、勘場にて酒を飲み緩々相談、夜帰る
杉丁のおちせ 夕方人来、杉丁届け

石田善十郎妻 鮑、菜園等
三谷丈七姉娘 砂糖一曲
横屋丁栗山・宅野 届け 菜園物色々
下三原の作右衛門 見舞に訪れる 鮒
おちせ 昼後、下女梅を召し連れ帰須佐
大谷五郎兵衛 洒場よりおちせが来たので肴重一組と酒一樽が届く
山根丁栗山おちせ 見舞に訪れる、下女梅も帰る

栗山おちせ 昼後帰須佐
宮内次右柵門 見舞に訪れる 銘酒二升
三谷丈七 用事に付き呼び寄せ夕方入来、夜中□二郎同心して帰須佐

２/17

２/18
天気

菓子箱、菜園物
等

同道して入来、間もなく帰須佐

２/15
雨
２/16
雨

２/12
晴・風
２/13
快晴
２/14
雨

恒左街門に誘われ西堂寺へ参詣、鑪遠見のところ雨となり、鍾
木小屋に揚がる

２/８
天気・
雨
２/９
雪・雨
２/11
晴・雪

２/５
雨
２/６
晴・曇 酒一樽、山鳥一

羽、わさび

２/７
雨

２/２
後雨

家内並びに人中屋娘同道して裏山へ登る、教専寺参詣のところ
俄に雨、やむをえず津田方へ立ち寄る、昼・夕飯茶漬けにして
出る、取肴鉢にしたし位にて酒も出る

２/３
晴

２/４
雨

１/29
晴

１/30
天気

八ツ時頃ここを通行、昨夜上小川上野泊、今日佛坂見分、ここ
で昼、今夜須佐泊

２/１
晴

１/28
晴
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日　時 人　物 内容・出来事 飲食物等
横丁栗山 嶋へ送る肴の買い取り依頼有り、小さい平そを送る、

大津屋良右衛門妻 夜中人来

三谷丈七 夕方入来、夜中帰須佐

岩田市郎兵衛 同道して見廻に訪れる 金百疋、菓子箱
紹孝寺旭洲 菓子箱
宮内傳五右衛門世倅 見廻に訪れる 菓子箱
紹孝寺鉄牛 西堂寺より見廻に訪れる 煉羊かん
堀嘉十郎母・孫 入来 すし、煎赤漬
石田善十郎 入来、昨日旦那様萩より御帰座のことを聞く
西堂寺和尚 入来、緩閑談

健一郎 入来、土産 烟草二玉

境研哉 夜中入来

健一郎
堀勝三郎･同祖母
後付の喜左衛門 田方へ御用に付きちょっと立ち寄る
大谷五郎兵衛 須佐に行くため立ち寄る、帰りに内輪のことを聞かせに立ち寄る
後付の喜左衛門 帰須佐のため立ち寄る
大谷五郎兵衛妻 入来
全柳寺和尚 見廻に訪れる 砂糖一袋
大谷五郎兵衛 須佐に行くため用事はないかと立ち寄る
西堂寺和尚 夕方入来、緩々閑話

石田善十郎

大谷五郎兵衛 明日l須佐に行くので用事はないかと来る
吉野利吉 入来 干大根、肴代
小野浅右衛門 人来、朝届け 孟宗竹の子
大谷惣二郎 下関より帰り入来、萩で取る 孟宗竹の子
堀駒之助母 夜見廻に訪れる 鯛一折二尾
横田平治 夜中見廻に訪れる
大中屋恒左衛門 須佐に行くため留守への伝言と邦衛への書状を依頼する
番頭三郎右衛門 届け 孟宗竹の子
仙道孫助妻 夜中人来 わらび．菜園物
戸倉二郎兵衛妻 入来、土産、夕方帰須佐 菓子箱
仙道孫助妻 夕方帰須佐
吉田源蔵 入来、石田善十郎同道
石田善十郎 入来、津田屋庄平同道
津田屋庄平
吉田源蔵・石田善十郎 帰須佐のため昼前立ち寄る
恒左衛門 須佐より帰る、須佐の様子を聞く
玉屋長兵衛 入来 肴

気分相に付き仁保宗謙を招く
吾介妻 橋詰より見廻に来る、無人のため留置く
おたか 昼後見廻に訪れる
海蔵庵お綾 見廻に訪れる

お綾・おたか 同道して帰須佐
堀嘉十郎 見廻に訪れる、即日昼帰須佐
福場丹波 加持のため入来

３/10
晴
３/11
後雨

祝一重、重一
組、酒

３/７
晴

３/８
雨
３/９
曇

３/３
晴

３/４
晴

３/５
晴
３/６
晴

２/29
雨
３/１
雨
３/２
晴

石州探索から帰り昨夜津田方止宿、今日昼前人来、石州・藝州
辺りの様子、長征・藝陽の模様を披見、邦衛方へ写しを送る

２/26
天気

昼後、一同こ帰須佐

２/27
晴
２/28
曇

２/23
晴・雨

夜、家内・興市同道して西堂寺へ参詣、茶並びに夜食がでる、
緩々談話

２/24
雨
２/25
雨

２/20
大風雨

２/21
雨
２/22
晴・
寒風

２/18
天気 代銀二十目のところ八０銭三十目位なので過銭を肴共々返す、

嶋への書状、四封一封にして（にの方二通、波田方一通、恒左
衛門一通）内蔵太へ依頼

焼餅一重、栗煮
物、煮豆等

六十一歳の祝いの品で酒宴、夜中
津田屋へ
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日　時 人　物 内容・出来事 飲食物等
橋詰姉様 見廻に訪れる

橋詰姉様 昼後帰須佐

浅村末吉 見廻に訪れる
橋詰お石i・栗山おちせ 三郎左衛門気分相に付き見廻に訪れる、おちせ夕方帰る
三谷伊兵衛 入来
吾介妻 夕方帰す

山根丁栗山より鯉、祈祷物届く 鯉、折祷物
松井亀之進世倅直衝門 見廻に訪れる

三好屋のちせ・長屋の花 入来
石田善十郎 見廻に訪れる
おいし 帰須佐
藤井徳二郎、三原松岡五郎入来
三谷菊蔵妻 入来
打廻りの忠之承 ニの辺り御用に付き見舞のため立ち寄る するめ
梅田屋の姥 見廻に訪れる 色々土産
大谷丸兵衛家内の者 見廻に訪れる 飽、色々
御駕籠多七 見舞に訪れる 小鯛一折
呉服屋の勝蔵 届け 鰤一
安江兵左衝門 届け 鯛一折
梅田屋の姥・三谷伊兵衛 帰須佐
安江孫次部母 見廻に訪れる
大谷六郎左衝門妻 夜見廻に訪れる
岡惣右衛門 この辺りに参られたので見廻に立ち寄られる
紹孝寺隠居 入来
杉丁老人 夕方入来
増野文四郎 届け 鯛一折
吉田元泊妻・大賀勇雄妻 入来、再入催し相 蕎麦切り
人津良左衛門 老人見廻として、届け 蕎麦切り
杉丁老人 朝飯後、尾浦まで帰る
本場おゆき 入来
梅田屋嘉十郎妻 入来
本尾おゆき 帰須佐
松村周平 見廻に訪れる 菓子箱
長屋の宇佐右衛門 入来、土産 さざえ
吉田宗一郎 茶、蒲鉾
大谷仙槌 見廻に訪れる 銘柄二升
人崎運平 手塩十
大賀重右衛門 見廻に訪れる
釜屋の善六 届け 小鯛
大谷清記・松原茂一郎 夕方入来

石田善十郎妻 見廻に訪れる 味付飯
人崎運平娘 萩へ
つう 大崎ガへ参り善十郎室岡道にて見解に訪れる、夕方帰須佐 菓子箱

金吾 見廻に訪れる
堀駒之助 見廻に訪れる 酒一徳
境研哉 届け 小鯛一籠

石田善十郎妻

石田善十郎 石州への御用に付き立ち寄る４/４
晴・雨

４/１
晴・曇

４/２
雨
４/３
晴

一両日三郎左衛門気分相に付き看病手伝い、両日津田屋方滞
留、帰須佐

３/27
雨
３/28
後雨
３/29
晴

３/30
晴

３/23
同

３/24
晴
３/25
晴

３/26
曇・雨

３/18
同

３/19
同
３/20
雨
３/21
晴

３/15
同

３/16
同

酒二升、玉子、
野菜物

３/17
同

３/12
天気
３/13
同
３/14
晴
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日　時 人　物 内容・出来事 飲食物等
安江孫二郎 見廻として、届け 肴一折
梅田屋の姥 同道して入来
中酒屋しな 鉄醤契約の礼を見廻労

梅田屋の姥・しな 昼後、同道にて帰須佐
旦都様がお下りり（どこかへ）の知らせを受ける

石川完蔵内 見廻に訪れる 肴一籠

青木能美門弟 代昹として江崎へ来る
山本文鉾・境研哉 同道にて入来

恒左衛門と文鉾の世話により診察を受ける
品川玄佐 病用でこめ辺りに来たので見廻に立ち寄る

尾浦大庭久左衛門 届け
おたか・英治 入来

おたか・英治 帰る
久原良一郎養母 この辺りへ來たので見廻に立ち寄る 砂糖一袋
栗山久之進 用事こ付き人來

大井周鷹寺へ大嶋への書状を依頼する

小野浅右衛門 見廻として届け 鰻一籠

橋詰おいし 入梅、見廻に訪れる

おとね 暮時、大谷忠太郎に連れて貰い須件へ帰る
須佐御殿へ上使有り、御軍令書持参とか申すこと

入谷忠太郎 須件より帰る
おとね・長屋の民助 留守番に来る

４/27 民助 須佐へ帰す
仁保宗謙 入来
おとね 治郎吉供に帰須佐

大砲隊小隊下田万へ出張
みしまや惣吉 見廻として届け 鰻一籠

教専守住持 入来 砂糖一曲

長屋の友助 須佐より持たせ来る 笹巻、柏餅等

５/３
雨・晴
５/４
晴

４/28
晴
４/29
晴
５/１
雨
５/２
雨

４/24
晴
４/25
晴
４/26
晴

４/20
雨
４/21
晴
４/22
晴
４/23
晴

４/16
晴
４/17
半晴
４/18
晴
４/19
晴

４/11
晴・雨

４/14
後晴

４/12
後晴
４/13
晴

４/15
後晴

４/７
晴
４/８
晴

４/９
晴・雨
４/10
天気・雨

４/５
雨・晴

肴重一組、酒二
升、すし一切
り、濁

４/６
晴
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日　時 人　物 内容・出来事 飲食物等

長尾のかね・きせ 見廻に訪れる

みしまや惣吉 おとねと杉l丁への書状を依頼する
竹内普兵衛妻 地蔵参詣に付きちょっと入来
宇佐石衛門 須佐より来る

帰宅の御沙汰、邦衛よりあり
杉下老人 見廻に訪れる

大中屋家内 引越以來世話になる、暇乞いのため招き酒を出す
安江兵左衛門・同孫二郎
津田屋庄平父子
宮内五郎左衛門父子
大中屋家番頭
室屋三郎右衛門手代半五郎

手伝の者へ酒を出す
大中屋子供中へ置き土産に菓子箱
おつねへ紅乗びん付
三角おやすへ同断
下女へ札銀二匁巻
津田庄方へ菓子箱
大場屋五郎兵衛世倅雄平へ気遣い
忠太郎を招くが世並屋も取り込みのため断られる
夜明立．九ツ時須佐宿元着
波田興市同道にて帰る
大中屋家内を始め懇意家見送り

酒を呑ませ三郎右衛門へ烟草三玉、半五郎へ銀札五匁包にし
て渡す

５/16

５/17
晴
５/1８
晴

朝より片づけ、長屋の両人、人中屋よりも人、懇意の江崎人共、
昼後までに陸荷・船便等片づけ終わる

５/12
大雨
５/13
雨
５/14
同
５/15
雨

５/８
晴・雨
５/９
雨
５/10
夜雨
５/11
大雨

５/５
晴
５/６
同
５/７
曇
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